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文章の構成を考える

　「『生きもの』として生きる」

論理とは何か

　　「〈表現編〉論理的な表現」

　　「羅生門」

論理を捉える 「読むこと」において、論理の展開について叙述を基に的確に捉え、要旨を把握している。

　　「『間』の感覚」

　　「水の東西」

何を伝えるか

　　「〈表現編〉話し方の工夫」

　　「砂に埋もれたル・コルビジェ」

スピーチをする

　　「〈表現編〉待遇表現・スピーチで自分を伝える

文章を読み比べる１

　　「法律の改正にかかわる文章を読み比べる

要旨を把握する

　　「日本語は世界をこのように捉える」

　　「ものとことば」

聞いて整理する

　　「無彩の色」

文章構成を工夫する

　　「『文化』としての科学」

構成を工夫して話す

　　「鏡」

伝えたいことを明確にする

　　「手作りとプライバイシー」

　　「現代の『世論操作』」

論点を共有して話し合う

　　「フェアな競争」

資料を読み比べる
　　「日本の労働問題に関わる資料を読み比べる」
根拠を示して書く
　　「不均衡な時間」
文章を読み比べる２
　　「ロビンソン的人間と自然」

「話すこと・聞くこと」において、論点を共有し、考えを広めたり深めたりしながら、表現や進行の仕方を工夫して
いる。

「書くこと」において、目的や意図に応じて書かれているかを確かめ、文章全体を整えたり、読み手の
助言を踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直したりしている。
「書くこと」において、自分の考えが的確に伝わるように、根拠の示しかたや説明や表現の仕方を考え
たり工夫したりしている。
「読むこと」において、文章に含まれる情報を関連づけながら、文章の構成や論理展開などについて
評価しようとしている。

「読むこと」において、内容や構成、論理の展開について叙述を基に的確に捉え、要点を把握している。

「話すこと・聞くこと」において、論理の展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、論理の展開を評価し、聞き
取った情報を整理して自分の考えを広げたり深めたりしている。

「書くこと」において、読み手の理解が得られるよう、文章の構成や展開を工夫している。

「話すこと・聞くこと」において、自分の考えが的確に伝わるように、相手の反応を予想して論理展開を考えるな
ど、話の構成を工夫している。

「書くこと」において、実社会の中から適切な話題を決め、集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えた
いことを明確にしている。

「読むこと」において、内容や構成、論理の展開について叙述を基に的確に捉え、要点を把握している。

「書くこと」において、読み手の理解が得られるよう、論理展開を考えて文章の構成を工夫している。

「話すこと・聞くこと」において、実社会の中から適切な話題を決め、様々な観点から情報を収集、整理して伝
え合う内容を検討している。

「話すこと・聞くこと」において、話し言葉の特徴を踏まえて話し、相手の理解が得られるように表現を工夫して
いる。

「読むこと」において、文章や図表に含まれる情報を相互に関連づけながら、内容や書き手の意図を解釈し、
自分の考えを深めている。

言葉を通して積極的に他者や社会に関わった
り、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしな
がら、言葉がもつ価値への認識を深めようとして
いるとともに、読書に親しむことで自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もとうとしている。

令和4年度 教育計画(シラバス)

高等学校　現代の国語（第一学習社） 現代文総演習標準編（いいずな書店）、頻出漢字マスター３００

１　定期考査や課題の提出で「知識・技能」を評価する。
２　授業時の質疑応答や教材の内容に関するレポート、振り返りシートなどで「思考・判断・表現」を評価する。
３　授業中の諸活動や確認プリントなどで「主体的に学習に取り組む態度」を評価する。

上記１の評価に２・３を加味し、総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け
ている。

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の
各領域において、論理的に考える力や深く共感
したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者と
の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い
や考えを広げたり深めたりしている。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

普 通 科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

学年

1

単位数

国語 現代の国語 2

補助教材教科書

到達目標

1



古文入門

　　「児のそら寝」

　　「絵仏師良秀」

歌物語

　　「伊勢物語」

言語活動

　　折句を用いて短歌を作る

随筆 「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。

　　「枕草子」

漢文入門

　　漢文に親しむ

故事成語

　　「漁夫之利」

　　「狐借虎威」

　　「蛇足」

近現代の詩歌を読む

　近現代の詩歌

古典と関わる小説を読む

　副教材

日記

　　「土佐日記」

随筆 「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。

　　「徒然草」

軍記物語

　　「平家物語」

史伝 「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述をもとに的確に捉えている。

　　「完璧」 我が国の言語文化の特質や我が国の文化と外国の文化との関係について理解している。

　　「先従隗始」

　　「臥薪嘗胆」

漢詩

　　「唐詩の世界」

　　漢詩のきまり

　　漢詩を作る

思想 「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。

　　「論語」

近現代の詩歌を読む

　短歌・俳句

古典と近代

　　副教材

古典の詩歌 「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。

　　「万葉集」 和歌の特徴的な表現の技法とその効果について理解している。

　　「古今和歌集」

　　「新古今和歌集」

言語活動

　　古典の和歌を現代の言葉で置き換える

文章 「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。

　　「桃花源記」

伝統と文化 「書くこと」において、適切な題材を決め、内容を吟味して、表現したいことを明確にしている。

　　「祭りの笛」 「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価している。

古典と近代 「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述をもとに的確に捉えている。

　副教材

「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述をもとに的確に捉えている。

「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などについて叙述をもとに的確に捉えている。
漢文を読むために必要な訓読のきまりや特有の表現などについて理解を深めている。

「書くこと」において、適切な題材を決め、内容を吟味して、表現したいことを明確にしている。
「書くこと」において、自分の思いが効果的に伝わるよう、文体、描写、語句などを工夫している。

「読むこと」において、我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解している。

「読むこと」において、文章に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。

「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈している。

｢読むこと｣において、和漢混交文など歴史的な文体の変化について理解を深めている。

「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について評価している。
「書くこと」において、自分の知識や体験の中から適切な題材を決め、集めた材料のよさや味わいを吟味して、表
現したいことを明確にしている。

「読むこと」において、我が国の言語文化に特徴的な表現の技法とその効果について理解している。

「読むこと」において、文章の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。

「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品などとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めている。

「書くこと」において、自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、折句を用いて表現の仕方を工夫している。

「読むこと」において、我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増やし、それらの文化的背景について理解を深
め、語感を磨き語彙を豊かにしている。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

普 通 科
理 数 科 学 科
人 文 社 会 科 学 科

学年

1

単位数

国語 言語文化 3

補助教材教科書

到達目標

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、
ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしながら、
言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとと
もに、読書に親しむことで自己を向上させ、我が
国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとして
いる。

令和4年度 教育計画(シラバス)

高等学校　言語文化（第一学習社） 完全マスター古典文法（第一学習社）基礎古文（尚文出版）　基礎漢文（尚文出版）

１　定期考査や課題の提出で「知識・技能」を評価する。
２　教材の内容に関するレポートや振り返りシートなどで「思考・判断・表現」を評価する。
３　授業の活動や確認プリントなどで「主体的に学習に取り組む態度」を評価する。

上記１の評価に２・３を加味し、総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けているとともに、我が国の言語文化
に対する理解を深めている。

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理
的に考える力や深く共感したり豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり
している。

2



令和４年度　教育計画（シラバス）

第２部　国際理解と国際協力
　第1章　生活文化の多様性と国際理解
　　１節　世界の地形と人々の生活
　　２節　世界の気候と人々の生活
　　３節　世界の言語・宗教と人々の生活
　　４節　歴史的背景と人々の生活
　　５節　世界の産業と人々の生活
　第２章　地球的課題と国際協力
　　１節　複雑に絡み合う地球的課題
　　２節　地球環境問題
　　３節　資源・エネルギー問題
　　４節　人口問題
　　５節　食料問題
　　６節　都市・居住問題

・場所や人間と自然の関わりなどに着目して、世界各地の生活文化の特徴を理解す
る。

・生活文化の多様性の背景や変化の理由を考える。

・地球環境問題、資源・エネルギー問題、人口問題、食料問題、都市・居住問題な
どの地球的課題を理解するとともに、その解決に向けては世界的な取り組みが不可
欠であることを知る。

・他地域との結び付きや地域の特徴などに着目しながら、持続可能な社会をつくる
ために、今後どのような取り組みが必要かを考える。

第３部　持続可能な地域づくりと私たち
　第１章　自然環境と防災
　　１節　日本の自然環境
　　２節　地震・津波と防災
　　３節　火山災害と防災
　　４節　気象災害と防災
　　５節　自然災害への備え

　第２章　生活圏の調査と地域の展望
　　１節　生活圏の調査と地域の展望

・自然環境の特徴を正しく理解する。

・自然災害に備えた対策、課題の解決に向けて、人間と自然の関わりや地域の特徴
に着目して、災害に強い地域づくりについて考える。

・他地域との結び付き、地域の成り立ちや変化などに着目して、生活圏が抱える課
題を探究し、社会参画の在り方について考える。

学習の評価

【知識・技能】　定期考査で、それらをはかる基本的な問いを設定し、その結果から評価する。
【思考・判断・表現】　定期考査で、史資料や統計・地図等を用いた問いを設定し、その結果から評価する。
　　　　　　　　　　　　　授業や課題への取り組みなどから総合的に評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業や考査、課題への取り組みなどから総合的に評価する。

学習内容（単元・項目） 学習到達目標（評価規準）

第1部　地図でとらえる現代世界
　第1章　地図と地理情報システム
　　1節　地球上の位置と時差
　　2節　地図の役割と種類

　第2章　結び付きを深める現代世界
　　1節　現代世界の国家と領域
　　2節　グローバル化する世界

・地図の役割や有用性を理解する。

・位置や分布などに着目して、地図やGISの活用方法について考える。

・国際社会における国家の役割を理解する。

・位置や分布に着目しながら、地域間のさまざまな相互関係について考える。

・交通や通信が発達し、観光客が増えたり貿易が拡大したりしたことによって、国際
社会におけるヒト・モノ・カネの動きはどのように変化したかを考える。

評価の観点

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
世界の生活文化の多様性や、防災、地域や
地球的課題への取組などを理解する。地図
や地理情報システムなどを用いて、調査や諸
資料から様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付ける。

位置や分布、場所、人間と自然環境との
相互依存関係、地域などに着目して、概
念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、説明したりする力を養う。

地理に関わる諸事象について、より
よい社会の実現を視野にそこで見ら
れる課題を主体的に追究、解決しよ
うとする態度を養う。

教科書 補助教材

新地理総合・新詳高等地図（帝国書院） 新詳地理資料COMPLETE2022（帝国書院）

到達目標

・世界各地に興味関心をもち、現代世界が抱える諸課題の解決に向けて主体的に取り組む態度を養
う。
・地理的認識を深めながら、地理的技能や地理的見方・考え方を習得する。
・主体的に社会の形成に参画する態度を身につける。

学科名 学年 教科 科目 単位数
普通科

理数科学科・人文社会科学科 1 地歴公民 地理総合 2

3



・条約改正と日清戦争 ・日清戦争が日本、清、挑戦の３国にもたらした変化

・帝国主義と列強の展開 ・帝国主義政策が進められた理由

・世界分割と列強の対立 ・欧州列強がアジア、アフリカで展開した植民地獲得競争の展開

・日露戦争とその影響 ・日露戦争の起こった理由と日本の勝利がアジアに与えた影響

・第一次世界大戦と大衆社会 ・第一次大戦が起きた理由と各国の社会、国際秩序に与えた変化

・国際平和と安全保障 ・第一次大戦後の国際秩序の枠組みとそれらの内容

・ヨーロッパ各国の内政に起きた変化

・アジア・アフリカの民族運動 ・第一次大戦がアジア、アフリカ諸地域に与えた影響と変化

・大衆消費社会と市民生活の変容 ・大衆消費社会の内実と日本における展開

・社会労働運動の進展 ・「大正デモクラシー」の背景と日本の政治や社会に与えた影響

・経済危機と第二次世界大戦

世界恐慌とその影響 ・世界恐慌に対する各国の政策と、それらによる国際秩序の変化

ファシズムの台頭 ・ファシズムが台頭した背景とそれらに対する各国の対応

・日本の恐慌と満州事変・日中戦争 ・日本で政党政治が断絶した背景と国際社会での日本の立ち位置

・日中戦争が国際社会に与えた影響と戦争が長期化した背景

・第二次世界大戦と太平洋戦争 ・第二次大戦の背景と経過、戦後の国際社会に与えた影響

・戦後の国際秩序 ・第二次大戦から得た教訓と冷戦構造

・グローバル化の意味するところと日本

以上の項目について、理解し表現することを目標とする。

学習の評価

【知識・技能】　定期考査で、それらをはかる基本的な問を設定し、その結果から評価する。
【思考・判断・表現】　定期考査で、史資料や統計・地図等を用いた初出の問を設定し、その結果から評価す
る。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業や考査、課題でのとりくみなどから総合的に評価する。

学習内容（単元・項目） 学習到達目標（評価規準）

歴史総合 近代から現代へ
(山川出版社)

明解歴史総合図説シンフォニア最新版(帝国書院)
ふるさと富山（富山県教育委員会）

到達目標

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　中学校で修得した日本史の知識
を基礎にして、近代・現代を中心と
した世界史の概要を理解する中で、
改めて日本史を捉えられるよう、修
得した知識を連携できるようになる。

　授業等で修得した知識とそれらの
連携から、文化の多様性、複雑な多
国間関係を広い視野から考察し、
今まさに展開されている社会事象の
背景を理解し、重層的に判断できる
ようになる。

　国際社会での出来事を「我がこと」
と捉える態度を会得し、自らが解決
を図るべき課題をみつけ、将来、民
主的・平和的な社会の一員として
「国際社会の恒久平和を希求する」
自覚と資質を養う。

教科書 補助教材

令和4年度 教育計画(シラバス)

学科名 学年 教科 科目 単位数

普 通 科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

1 地理歴史 歴史総合 2
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

学習の評価
１　定期考査で②「思考・判断」，③「表現」，④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況及び確認テストで①「関心・意欲・態度」を評価し，授業中の諸資料の活用で③「技能・表現」を評
価する。１の評価に２を加味し、総合的に評価する。

教科 科目

・摂関政治や院政、荘園の発達や武士の台頭を通して、律令体制の崩壊過程について
理解できる。
・荘園のしくみや変質について説明できる。
・武家政治の特徴や変遷について、幕府と朝廷の関係を軸に理解できる。
　
・元寇が幕府政治や御家人たちに与えた影響について説明できる。
　
・南北朝期から室町幕府の政権確立までの流れを理解できる。
・中世末期の動乱の背景に、経済社会の発展や今日の生活文化の原型が見られること
について理解できる。

第２部　中世
第４章　中世社会の成立

　

　
第５章　武家社会の成長

教科書

詳説　日本史Ｂ　改訂版　（山川出版社）

単位数

到達目標

・戦国時代から、統一政権が成立し、さらに諸制度が整備され充実する過程について説
明することができる。

・産業経済の発達やそれに伴う都市の成長について理解できる。

・政治、経済面から幕政改革と文化の特徴をとらえる事ができる。

第３部　近世
第６章　幕藩体制の確立

　
第７章　幕藩体制の展開

第８章　幕藩体制の動揺

・日本列島における文化の形成を、自然環境や大陸からの文化の影響による生活の変
化と関連付けて理解できる。

・古代国家の展開と古墳・白鳳の文化の特色に関する遺物、文献、絵画などの資料を
活用し、それぞれの時代・文化の特徴をまとめることができる。

・律令制度と大陸文化の受容を、東アジアの動向と関連させて理解できる。

・律令体制の修正・強化がどのように行われたのか理解できる。

学習内容（単元・項目）
第１部　原始・古代
第１章　日本文化のあけぼの

第２章　律令国家の形成

　

第３章　貴族政治と国際文化

学習到達目標（評価規準）

3・2

日本史を世界史的視野に立っ
て総合的に考察し、自国の文
化と伝統の特色について認識
を深め、公正に判断し、その過
程や結果を適切に表現してい
る

歴史に関する諸資料を収集し、
有用な情報を選択して活用す
ることを通して、歴史的な見方・
考え方を身に付ける。

③資料活用の技能 ④知識・理解
日本史に対する興味・関心を高
め、課題や疑問に対して意欲
的に追求しようする。

②思考・判断・表現

補助教材

図説日本史通説・史料日本史・日本史用語集

学科名
普通科・人文社会科学科・理数科学科

学年

2

１　わが国の歴史の枠組みや流れを理解させ、基本的な知識を身に付けさせる。
２　歴史事象の原因や背景、因果関係などを多面的に追求し、歴史の見方・考え方を身に付けさせる。
３　わが国の歴史の展開を、世界史的視野に立って総合的に考察させ、自国の文化と伝統の特色について認識を深
めさせる。

評価の観点

①関心・意欲・態度
歴史の大きな枠組みと流れを
把握し、基本的知識を身に付
けるとともに、それぞれの時代
背景を理解し、その知識を身に
付ける。

地理歴史 日本史Ｂ
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令和4年度 教育計画 （シラバス）

・世界の特徴的な農業地域の分布を、自然および社会条件に基づいて説明することができる。
また、アメリカ合衆国・オーストラリア・インドなど国家規模の地域の農業について、多方面から考察
することができる。

・資源の分布を空間的な諸条件に基づいて説明することができる。またそれらの偏在性について
理解し、どのような問題（資源・エネルギー・環境問題）をもたらしているかを把握することができる。

第Ⅱ編　現代世界の系統地理的考察

　２章　資源と産業
　　１節　農林水産業
　　２節　資源・エネルギー
　

空間的諸条件が世界の諸地域にお
いてどのような景観を生んでいるか
を理解し、その諸条件のもとで人間
がどのような生活を送っているかをイ
メージすることができる。

１　定期考査で②「思考・判断・表現」、④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況及び確認プリント・テストで①「関心・意欲・態度」を、授業中の諸資料の活用で③「技能」を評価する。１の
評価に２を加味し、総合的に評価する。

　
・気候要素と気候因子の意味を理解し、それらの連関について、具体的な地域の気候を題材にし
て説明することができる。

・雨温図やハイサーグラフを適切に読み取り、複数の図における差異を気候因子から説明すること
ができる。

・気候と人間生活の関連を多方面から考察し、世界の諸地域における人間生活の多様性と共通性
について、自然環境の観点から説明することができる。

第Ⅱ編　現代世界の系統地理的考察

　１章　自然環境
 　２節　気候
　 3節　自然と生活
　 ４節　環境問題

　

学習の評価

学習到達目標（評価規準）
第Ⅰ編　地図と地理的技能

　１章　地図情報と地図
　　1節　世界観の変化と地図
　　2節　地球儀と世界地図
　　3節　地理情報の地図化

　２章　地図と地域調査

第Ⅱ編　現代世界の系統地理的考察

　１章　自然環境
 　１節　地形

・時代と共に変化してきた世界像の経過を把握するとともに、図法の比較や地理情報の地図化等
の活動を通して、現代における地図の使命と課題について理解することができる。

・収集した資料から、有用な情報を適切に選択し、これを基に、現代世界の地図について読み
取ったり図表にまとめたりすることができる。

・GPSやGISなど現代の地図の仕組みと有用性を理解し、その知識を身につける。

・地形図の読図の技術を身につける。

・様々な地形の形成過程を理解し、それらの地形が見られる特徴的な地域を空間的に把握するこ
とができる。

・地形と人間生活との関連を多方面から考察することができる。

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③資料活用の技能 ④知識・理解

世界の諸地域に様々な地理的事象がみられ
る理由およびメカニズムに興味を抱き、それら
の事象と人間生活とが相互に及ぼす影響や関
係について意欲的に調べたり考えたりしようと
する。

学習内容(単元・項目)

地図や統計、画像など地域に関する
諸資料から、空間的および社会的な
諸条件の影響を読み取り、資料で示
された数値が人間生活をどのように
規定しているのかを引き出すことがで
きる。

景観の成り立ちや有り様につい
て、自然地理学的視点から大まか
に説明することができる。また、自
然環境や距離等の空間的諸条件
と人間の経済活動との間にある相
互作用について思考することがで
きる。

評価の観点

単位数

普通科・理数科学科・人文社会科学科 2 地理歴史 地理Ｂ ３・２

到達目標
・日本や世界に見られる諸事象を地理的事象として捉え、その展開から空間的諸条件と人間生活の相互作用を読み解く視点を身につける。
・自然地理学の初歩的な知識や考え方を身につけ、それらを土台にしながら世界の諸地域にみられる地理的事象に対する理解を深める。
・地理的認識を深め、地理的な見方・考え方を培う学習を通して、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

新編詳解地理Ｂ改訂版（二宮書店）、新詳高等地図（帝国書院）

学科名 学年 教科 科目

教科書 補助教材

新詳地理資料COMPLETE（帝国書院）、データブック・オブ・ザ・ワールド（二宮書店）
サクシード（啓隆社）、ウィニングコンパス 地理の整理と演習（とうほう）
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

学習の評価
１　定期考査で②「思考・判断」，③「表現」，④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況及び確認テストで①「関心・意欲・態度」を評価し，授業中の諸資料の活用で③「技能・表現」を評
価する。１の評価に２を加味し、総合的に評価する。

教科 科目

・第一次世界大戦前後の政治の動向及び対外政策の推移について、政党政治の発展
や日本の中国進出の状況を踏まえて考察する。
・ワシントン体制に至る国際的協調体制の進展など国際環境の推移を、日本の立場に
着目して考察する。
・労働者や都市中間層の拡大による大衆社会の基盤の成立に着目し、都市化や国民
生活の変化を踏まえて、市民文化の特色について考察する。
・戦後恐慌から昭和恐慌に至る国内経済の動揺について、国内・国外の経済状況と対
策に着目して理解する。
・日本の対外政策の推移について、世界情勢や軍部の政治的進出に着目して、政党内
閣の崩壊や国際的孤立の過程について考察する。
・日中戦争の勃発から太平洋戦争の突入にいたる過程について、国民生活の変化や諸
統制に着目して全体主義的な国家体制の進展を考察する。
・戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策及び戦後の民主化政策とそれに伴う諸改革につ
いて、その経過と内容を考察する。
・東アジア情勢の変化を踏まえ、連合国による占領が終結し、日本が独立した意義を考
える。

第10章　二つの世界大戦とアジア

第11章　占領下の日本

教科書

詳説日本史Ｂ（山川出版社）

単位数

到達目標

・独立後の日本国内政治について、衆議院を保守・革新の二大勢力が占める55年体制
の成立から安定した保守政権となるまでの経過を考察する。

・朝鮮特需による経済復興とその後の高度経済成長について、経済の国際化と国内の
技術革新などの側面に着目して考察する。

・ドル＝ショックや、石油危機を踏まえて、主要先進国首脳会議が開かれた意義を考察
する。

・冷戦体制の終結とそれに関わる国内の状況について、日本の政治・外交・経済・生活
文化面を踏まえて多面的・多角的にとらえる

第12章　高度成長の時代

第13章　激動する世界と日本

・国際社会に組み込まれるという国際環境の変化に着目して、開国から明治維新に至る
までの過程を社会・経済面での変化と関わらせて考察する。

・明治新政府の制度改革や富国強兵・殖産興業政策に着目して、明治初期の政治的
変革と国家的統一過程を考察する。

・政府の強力な中央集権体制の志向の中、自由民権運動の始まりから立憲国家の成立
に至る間、近代国家の基盤が形成されていく過程を考察する。

・開戦に至る国際関係や、日露戦争の経過、戦後の日本の国際的地位の変化と植民地
支配の推進を諸外国の動向と関連付けて考察する。

・伝統的な文化のうえに欧米文化を摂取するなど二元性を持って成立した近代文化の
特色について、政治・経済・外交などの視点をもって考察する。

学習内容（単元・項目）
第Ⅳ部　近代・現代
第９章　近代国家の成立

　

学習到達目標（評価規準）

4・3

日本史を世界史的視野に立っ
て総合的に考察し、自国の文
化と伝統の特色について認識
を深め、公正に判断し、その過
程や結果を適切に表現してい
る

歴史に関する諸資料を収集し、
有用な情報を選択して活用す
ることを通して、歴史的な見方・
考え方を身に付ける。

③資料活用の技能 ④知識・理解
日本史に対する興味・関心を高
め、課題や疑問に対して意欲
的に追求しようする。

②思考・判断・表現

補助教材

最新日本史図表・史料日本史・日本史用語集

学科名
普通科・人文社会科学科・理数科学科

学年

3

１　わが国の歴史の枠組みや流れを理解させ、基本的な知識を身に付けさせる。
２　歴史事象の原因や背景、因果関係などを多面的に追求し、歴史の見方・考え方を身に付けさせる。
３　わが国の歴史の展開を、世界史的視野に立って総合的に考察させ、自国の文化と伝統の特色について認識を深
めさせる。

評価の観点

①関心・意欲・態度
歴史の大きな枠組みと流れを
把握し、基本的知識を身に付
けるとともに、それぞれの時代
背景を理解し、その知識を身に
付ける。

地理歴史 日本史Ｂ
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令和4年度 教育計画 （シラバス）

　　第３章　人口と村落・都市
　　　第１節　人口
　　　第２節　村落・都市

　　第４章　生活文化と民族と宗教
　　　第1節　衣食住
　　　第２節　言語と宗教
　　　第３章　民族と国家

 　第Ⅱ編　現代社会の系統地理的考察

　　第２章　資源と産業
　　　第２節　資源・エネルギー
　　　第３節　工業
　　  第４節　流通と消費
　

・現代世界の資源・エネルギーに関する問題について、世界的視野からみた地域的特性や成立要
因を理解している，
・世界の工業の分布や動向に関する基礎的・基本的な知識や概念、グローバル化に伴う変化につ
いて理解し、その知識を身に付けている。
・世界の交通・通信・貿易・商業・観光の現状を捉え，その動向に関する基礎的・基本的な知識や
概念を理解している。

学習内容(単元・項目) 学習到達目標（評価規準）

現代世界の地理的事象から課
題を見いだし，それを系統地理
的，地誌的に考察するととも
に，国際社会の変化を踏まえて
公正に判断し，その過程や結
果を適正に表現している。

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現

評価の観点

④知識・理解③資料活用の技能

地図や統計，画像など地域に
関する諸資料を収集し，有用な
情報を選択，活用することを通
して現代世界の地理的事象を
追究する技能を身に付ける。

現代世界の地理的事象について
の基本的な事柄や追究の方法を
理解し，その知識を身に付けて
いる。

現代世界の地理的事象に対する
関心と課題意識を高め，それを
意欲的に追究するとともに，国際
社会に主体的に生きる日本人と
しての責任を果たそうとする。

科目教科 単位数学科名 学年

　第Ⅲ編　現代世界の地誌的考察

　　　第１章　現代社会の地域区分

　　　第２章　現代社会の諸地域
　　　　第１節　中国

　　　　第２節　韓国

　　　　第３節　東南アジア

　　　　第４節　インド

　　　　第５節　西アジア・東アジア

　　　　第６節　アフリカ

　　　　第７節　EU

　　　　第８節　ドイツとポーランド

　　　　第９節　ロシア

　　　　第10節　アメリカ

　　　　第１１節　ブラジル

　　　　第12節　オーストラリアとカナダ

　　第３章　現代世界と日本
　　　　第１節　　世界の中の日本

　　　　第２節　　持続可能な社会を目指して

　

・地域の概念や地域区分の意義，有用性を理解し、地域区分の知識を方法を身につけている。
・地域区分の学習を通して、現代世界の多様性・多面性について理解している。

・中国の歴史的背景や、経済発展をささえる工業、農業、人口、地域格差こついて．その特色や課
題を理解し、知識として身に付けている。
・韓国の歴史的背景や．文化、工業や農業の変化、経済発展について、その特色や課題を理解
し，知識として身に付けている。
・東南アジアの歴史的背景や、民族，自然と資源，農業．工業化と経済成長について、その特色や
課題を理解し、知識として身に付けている。
・インドの歴史釣背景や、文化・工業や農村の変化、経済発展について，その特色や課題を理解
し、知識として身に付けている。
・西・中央アジアの歴史的背景や、自然や農牧業，鉱工業，宗教と生活について、その特色や課
題を理解し、知識として身に付けている。
・アフリカの自然と農牧業、鉱工業と貿易、紛争について、その特色や課題を理解し、知識として身
に付けている。
・ヨーロッパの歴史的背景や、自然、農業、鉱工業、言語と宗敦．都市と交通について、その持色
や課題を理解し、知識として身に付けている。
・ドイツとポーランドの歴史的背景や、自然や民族、経済成長について、その持色や課題を理解
し，知識として身に付けている。
・ロシアの歴史的背景や，産業・生活の変化，資源開発、世界との結び付きについて、その特色や
課題を理解し、知識として身に付けている。
・アメリカの歴史釣背景や、自然、農業、鉱工業、文化、都市化について，その特色や課題を理解
し、知識として身に付けている。
・ブラジルの歴史的背景や、民族，自然、農業、資源開発と工業発展について，その特色や課題を
理解し、知識として身に付けている。
・オーストラリアとカナダの土地開発の歴史や変容，資源や産業について、その特色や課題を理解
し、知識として身に付けている。

・自然災害や資源小国、人口減少、グローバル化への対応等、現代世界における日本の国土の特
色や諸課題について、個人や国、国際社会等からの多角的で客観的な視点を身に付けている
・日本がかかえる地理的な諸課題を探究する過程において、主体的に課題を設定して探究し発表
するという過程を通し，課題解決への視点や方法を身に付けている。

地理歴史 地理Ｂ ４・３

・地域における人口構成や推移を分析・考察するための地理的思考力を身につけている。また、人
口増加地域および減少地域の実態に関して現代社会の動向を踏まえて理解することができる。
・世界の村落・都市の分布および形態に関して、空間的または社会的な諸条件から説明することが
できる。
・世界の衣食住の分布や変容について、空間的諸条件との相互関係およびグローバリゼーション
の文脈の中で捉える視点や方法を身に付けている。
・世界の民族・宗教の分布について基礎的・基本的な知識や概念を理解している。
・現代世界の民族・領土問題について、歴史、宗教、言語、資源などの観点から多角的に考察する
ことができる。
・日本の領土問題について基礎釣・基本的な知識や概念を理解している。

教科書

到達目標

・地理的事象の展開から空間的諸条件と人間生活の相互作用を読み解き、現代社会における諸課題の要因について考察することが
できる。
・自然地理学および人文地理学の基礎的な見方・考え方を土台として、世界各地域の地誌について理解することができる。
・地理的認識を深め、地理的な見方・考え方を培う学習を通して、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

補助教材

新編詳解地理Ｂ 改訂版（二宮書店）、新詳高等地図（帝国書院） 新詳地理資料2021（帝国書院）、2021データブック・オブ・ザ・ワールド（二宮書店）、’21サクシード（啓隆社）、ウィニングコンパス 地理の整理と演習（とうほう）

3普通科・理数科学科・人文社会科学科

学習の評価
１　定期考査で②「思考・判断・表現」，③「資料活用の技能」，④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況及び確認テストで①「関心・意欲・態度」を評価し，授業中の諸資料の活用で③「技能」を評価する。１の評価に２
を加味し,総合的に評価する。
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第１節　式の計算
1　多項式の加法と減法
２　多項式の乗法
３　因数分解
第２節　実数
４　実数
５　根号を含む式の計算
第３節　１次不等式
６　不等式の性質
７　１次不等式
８　絶対値を含む方程式・不等式
第２章　集合と命題
１　集合
２　命題と条件
３　命題と証明
　演習問題

第３章　２次関数
第１節　２次関数とグラフ
１　関数とグラフ
２　２次関数のグラフ
第２節　２次関数の値の変化
３　２次関数の最大・最小
４　２次関数の決定
第３節　２次方程式と２次不等式
５　２次方程式
６　２次関数のグラフとｘ軸の位置関係
７　２次不等式
　演習問題
第４章　図形と計量
第１節　三角比
１　三角比
２　三角比の相互関係
３　三角比の拡張 ・鈍角の定義を理解し、求めることができる。
第２節　三角形への応用
４　正弦定理
５　余弦定理
６　正弦定理と余弦定理の応用

７　三角形の面積

８　空間図形への応用
　演習問題
第５章　データの分析

１　データの整理

２　データの代表値

３　データの散らばりと四分位数

４　分散と標準偏差
５　２つの変量の間の関係
６　仮説検定の考え方
　問題演習

・仮説検定の考え方を理解し，具体的な事象に当てはめて考えることができる。
・発展的な問題を解くことができる。

・データを度数分布表に整理することができる。また、度数分布表をヒストグラムで
表すことができる。
・平均値や中央値，最頻値の定義や意味を理解し、それらを求めることができる。

・四分位範囲の定義やその意味を理解し、それを求め、データの散らばりを比較す
ることができる。

・散布図を作成し、2つの変量の間の相関を考察することができる。
・分散，標準偏差の定義とその意味を理解し、分散，標準偏差を求めることができる。

・余弦定理が理解できる。
・与えられた三角形の要素から残りの要素を求めることができる。

・三角形の面積の求め方の理解を深め、それを活用して様々な図形の面積を求め
ることができる。

・空間図形について、辺の長さや体積などの量を三角比を用いて表すことができ
・発展的な問題を解くことができる。

・鋭角の正接・正弦・余弦を定義を理解し、求めることができる。
・正接・正弦・余弦との関係を理解できる。

・正弦定理が理解できる。

・２次方程式の解の公式を導き、解を求めることができる。
・方程式から２次関数のグラフとｘ軸の位置関係を理解できる。
・２次関数のグラフを利用して２次不等式を解くことができる。
・発展的な問題を解くことができる。

・２次関数のグラフを書くことができる。

・２次関数の最大と最小を求めることができる。
・条件に合わせて２次関数の方程式を求めることができる。

・逆・裏・対偶の意味が理解できる。
・対偶を利用した証明、背理法による証明をすることができる。
・発展的な問題を解くことができる。

・関数を定義し、定義域、値域、グラフを理解できる。

・１次不等式とその連立不等式を解くことの意味を理解し、解を求めることができ
・絶対値を含んだ１次方程式や１次不等式を解くことができる。

・集合の表現方法や基本的性質を理解できる。
・論証の基礎となる用語を理解しそれを使いこなすことができる。

・多項式に適した方法で因数分解ができる。

・自然数、整数、有理数、無理数を実数として体系的に理解できる。
・根号を含む式の計算に習熟し、分母の有理化ができる。

・不等式について理解し、大小関係を不等式で表すことができる。

第１章　数と式

・多項式の加法，減法の計算ができる。
・多項式に応じて適切な方法で展開することができる。

数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養
う。

令和4年度 教育計画(シラバス)

高等学校　数学Ⅰ　（数研出版）
教科書傍用　4プロセス　数学I+A　（数研出版）、チャート式　基礎から
の数学I+A（数研出版）

【知識・技能】　定期考査で、それらをはかる基本的な問を設定し、その結果から評価する。
【思考・判断・表現】　それらをはかる初出の問を設定した定期考査及びその他のテストの結果から評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業中の取り組み方や、課題の提出状況などから総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

数と式，図形と計量，2次関数及び
データの分析についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解
するとともに，事象を数学化したり，
数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付け
るようにする。

数や式を目的に応じて適切に変形
する力，図形の性質や計量につい
て論理的に考察し表現する力，事
象を的確に表現してその特徴を表，
式，グラフを相互に関連付けて考察
する力，データの散らばりや変量間
の関係などを適切な手法を選択し
て分析を行い，課題解決の過程や
結果を批判的に考察し判断したりす
る力を養う。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

普 通 科

学年

1

単位数

数学 数学Ⅰ 2

補助教材教科書

到達目標
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第１節　式の計算
1　多項式の加法と減法
２　多項式の乗法
３　因数分解
第２節　実数
４　実数
５　根号を含む式の計算
第３節　１次不等式
６　不等式の性質
７　１次不等式
８　絶対値を含む方程式・不等式
第２章　集合と命題
１　集合
２　命題と条件
３　命題と証明
　演習問題

第２章　図形の性質
第１節　平面図形
１　三角形の辺と比
２　三角形の外心・内心・重心
３　チェバの定理・メネラウスの定理
４　円に内接する四角形
５　円と直線
６　２つの円 ・2つの円の位置関係を、動的な面から観察することができる。
７　作図
第２節　空間図形
８　直線と平面
９　区間図形と多面体
問題演習
第１節　三角比
１　三角比
２　三角比の相互関係
３　三角比の拡張 ・鈍角の定義を理解し、求めることができる。
第２節　三角形への応用
４　正弦定理
５　余弦定理
６　正弦定理と余弦定理の応用

７　三角形の面積

８　空間図形への応用
　演習問題

・チェバの定理，メネラウスの定理を、三角形に現れる線分比や図形の面積比を求
・円に内接する四角形の性質を利用し角度を求めたり、図形の性質を証明すること
・円の接線と弧の作る角の性質や方べきの定理を利用して、辺の長さや角の大きさ

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

理 数 科 学 科
人文社会科学科

学年

1

単位数

理数 理数数学Ⅰ 4

補助教材教科書

到達目標

数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度，粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり，評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。

令和4年度 教育計画(シラバス)

高等学校　数学Ⅰ　（数研出版）
高等学校　数学 A　（数研出版）
高等学校　数学Ⅱ　（数研出版）

教科書傍用　4プロセス　数学I+A　（数研出版）、チャート式基礎からの数学I+A（数研出版）
教科書傍用　4プロセス　数学Ⅱ+B　（数研出版）、チャート式基礎からの数学Ⅱ+B（数研出版）

【知識・技能】　定期考査で、それらをはかる基本的な問を設定し、その結果から評価する。
【思考・判断・表現】　それらをはかる初出の問を設定した定期考査及びその他のテストの結果から評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業中の取り組み方や、課題の提出状況などから総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

数と式，集合と命題，図形と計量，2
次関数，データの分析，式と証明，
複素数とと方程式及び指数関数・対
数関数についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的
に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けるようにす
る。

数や式を目的に応じて適切に変形
する力，図形の性質や計量につい
て論理的に考察し表現する力，事象
を的確に表現してその特徴を表，
式，グラフを相互に関連付けて考察
する力，データの散らばりや変量間
の関係などを適切な手法を選択して
分析を行い，課題解決の過程や結
果を批判的に考察し判断したりする
力を養う。

第１章　数と式

・多項式の加法，減法の計算ができる。
・多項式に応じて適切な方法で展開することができる。
・多項式に適した方法で因数分解ができる。

・自然数、整数、有理数、無理数を実数として体系的に理解できる。
・根号を含む式の計算に習熟し、分母の有理化ができる。

・不等式について理解し、大小関係を不等式で表すことができる。
・１次不等式とその連立不等式を解くことの意味を理解し、解を求めることができる。
・絶対値を含んだ１次方程式や１次不等式を解くことができる。

・集合の表現方法や基本的性質を理解できる。
・論証の基礎となる用語を理解しそれを使いこなすことができる。
・逆・裏・対偶の意味が理解できる。
・対偶を利用した証明、背理法による証明をすることができる。
・発展的な問題を解くことができる。

・定理を適切に利用して、線分の比や長さを求めることができる。
・三角形の外心，内心，重心の定義，性質を理解している。

・内分点・外分点やいろいろな長さの線分が作図できる。

・空間における直線や平面が平行または垂直となるかどうかを与えられた条件から
・正多面体の特徴を理解し、それに基づいて面，頂点，辺の数を求めることができる。
・発展的な問題を解くことができる。

・鋭角の正接・正弦・余弦を定義を理解し、求めることができる。
・正接・正弦・余弦との関係を理解できる。

・正弦定理が理解できる。
・余弦定理が理解できる。
・与えられた三角形の要素から残りの要素を求めることができる。

・三角形の面積の求め方の理解を深め、それを活用して様々な図形の面積を求め
ることができる。

・空間図形について、辺の長さや体積などの量を三角比を用いて表すことができ
・発展的な問題を解くことができる。
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第５章　データの分析

１　データの整理

２　データの代表値

３　データの散らばりと四分位数

４　分散と標準偏差
５　２つの変量の間の関係
６　仮説検定の考え方
　問題演習

第１節　指数関数
１　指数の拡張
２　指数関数

第２節　対数関数
３　対数とその性質
４　対数関数
５　常用対数

　演習問題
第４章　三角関数
第１節　三角関数

1　角の拡張
2　三角関数
3　三角関数のグラフ
4　三角関数の性質
5　三角関数の応用

第２節　加法定理

6　加法定理
7　加法定理の応用

　演習問題

第１章　式と証明
第１節　式と計算

１　３次式の展開と因数分解 ・３次式の因数分解ができる。

２　二項定理 ・二項定理について習熟し、これを利用することができる。

３　多項式の割り算 ・多項式の割り算により、商と余りを計算できる。

４　分数式とその計算 ・分数式の四則計算ができる。

５　恒等式 ・恒等式について習熟し、これを利用することができる。

第２節　等式・不等式の証明
６　等式の証明 ・等式の証明法について習熟し、代数的に証明することができる。

７　不等式の証明 ・不等式の証明法について習熟し、代数的に証明することができる。

　演習問題

第２章　複素数と方程式
第１節　複素数と2次方程式の解

１　複素数とその計算 ・複素数の四則計算ができる。

２　２次方程式の解 ・２次方程式の解が実数解になるか虚数解になるかを、判別式を用いて判断できる。

３　解と係数の関係 ・解と係数の関係を導き、これを利用することができる。

第２節高次方程式

･因数分解や因数定理を利用して，高次方程式を解くことができる。

　演習問題

５　高次方程式

・発展的な問題を解くことができる。

・発展的な問題を解くことができる。

・発展的な問題を解くことができる。

４　剰余の定理と因数定理 ･剰余の定理を利用して，多項式を1次式や2次式で割ったときの余りを求め

・常用対数を利用して，桁数の問題や小数首位問題などを解くことができる。

・発展的な問題を解くことができる。

・角の概念を拡張した一般角が理解できる。
・一般角を用いた三角関数の定義が理解できる。
・三角関数のグラフの周期性や対称性を理解し、グラフを書くことができる。
・三角関数の相互関係を利用して問題を解くことができる。
・簡単な三角方程式・三角不等式を解くことができる。

・加法定理を用いて三角関数の値を計算することができる。
・三角関数の合成を用いて、関数の最大値や最小値を求めることができる。

第５章　指数関数と対数関数

・指数の拡張について理解し、指数法則を使って計算ができる。
・指数関数のグラフをかくことができる。また、指数方程式や不等式を解くことができる。

・対数の定義や法則を理解し、対数の値や計算ができる。
・対数関数のグラフをかくことができる。また、対数方程式や不等式を解くことができ

・仮説検定の考え方を理解し，具体的な事象に当てはめて考えることができる。
・発展的な問題を解くことができる。

・データを度数分布表に整理することができる。また、度数分布表をヒストグラムで表
すことができる。
・平均値や中央値，最頻値の定義や意味を理解し、それらを求めることができる。

・四分位範囲の定義やその意味を理解し、それを求め、データの散らばりを比較す
ることができる。

・散布図を作成し、2つの変量の間の相関を考察することができる。
・分散，標準偏差の定義とその意味を理解し、分散，標準偏差を求めることができる。
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第１節　式の計算
1　多項式の加法と減法
２　多項式の乗法
３　因数分解
第２節　実数
４　実数
５　根号を含む式の計算
第３節　１次不等式
６　不等式の性質
７　１次不等式
８　絶対値を含む方程式・不等式
第２章　集合と命題
１　集合
２　命題と条件
３　命題と証明
　演習問題

第２章　図形の性質
第１節　平面図形
１　三角形の辺と比
２　三角形の外心・内心・重心
３　チェバの定理・メネラウスの定理
４　円に内接する四角形
５　円と直線
６　２つの円 ・2つの円の位置関係を、動的な面から観察することができる。
７　作図
第２節　空間図形
８　直線と平面
９　区間図形と多面体
問題演習
第１節　三角比
１　三角比
２　三角比の相互関係
３　三角比の拡張 ・鈍角の定義を理解し、求めることができる。
第２節　三角形への応用
４　正弦定理
５　余弦定理
６　正弦定理と余弦定理の応用

７　三角形の面積

８　空間図形への応用
　演習問題

・チェバの定理，メネラウスの定理を、三角形に現れる線分比や図形の面積比を求
・円に内接する四角形の性質を利用し角度を求めたり、図形の性質を証明すること
・円の接線と弧の作る角の性質や方べきの定理を利用して、辺の長さや角の大きさ

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

理 数 科 学 科
人文社会科学科

学年

1

単位数

理数 理数数学Ⅰ 5

補助教材教科書

到達目標

数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度，粘り強く考え数学的論
拠に基づいて判断しようとする態
度，問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり，評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。

令和4年度 教育計画(シラバス)

高等学校　数学Ⅰ　（数研出版）
高等学校　数学 A　（数研出版）
高等学校　数学Ⅱ　（数研出版）

教科書傍用　4プロセス　数学I+A　（数研出版）、チャート式基礎からの数学I+A（数研出版）
教科書傍用　4プロセス　数学Ⅱ+B　（数研出版）、チャート式基礎からの数学Ⅱ+B（数研出版）

【知識・技能】　定期考査で、それらをはかる基本的な問を設定し、その結果から評価する。
【思考・判断・表現】　それらをはかる初出の問を設定した定期考査及びその他のテストの結果から評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業中の取り組み方や、課題の提出状況などから総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

数と式，集合と命題，図形と計量，2
次関数，データの分析，式と証明，
複素数とと方程式及び指数関数・対
数関数についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的
に解釈したり，数学的に表現・処理
したりする技能を身に付けるようにす
る。

数や式を目的に応じて適切に変形
する力，図形の性質や計量につい
て論理的に考察し表現する力，事象
を的確に表現してその特徴を表，
式，グラフを相互に関連付けて考察
する力，データの散らばりや変量間
の関係などを適切な手法を選択して
分析を行い，課題解決の過程や結
果を批判的に考察し判断したりする
力を養う。

第１章　数と式

・多項式の加法，減法の計算ができる。
・多項式に応じて適切な方法で展開することができる。
・多項式に適した方法で因数分解ができる。

・自然数、整数、有理数、無理数を実数として体系的に理解できる。
・根号を含む式の計算に習熟し、分母の有理化ができる。

・不等式について理解し、大小関係を不等式で表すことができる。
・１次不等式とその連立不等式を解くことの意味を理解し、解を求めることができる。
・絶対値を含んだ１次方程式や１次不等式を解くことができる。

・集合の表現方法や基本的性質を理解できる。
・論証の基礎となる用語を理解しそれを使いこなすことができる。
・逆・裏・対偶の意味が理解できる。
・対偶を利用した証明、背理法による証明をすることができる。
・発展的な問題を解くことができる。

・定理を適切に利用して、線分の比や長さを求めることができる。
・三角形の外心，内心，重心の定義，性質を理解している。

・内分点・外分点やいろいろな長さの線分が作図できる。

・空間における直線や平面が平行または垂直となるかどうかを与えられた条件から
・正多面体の特徴を理解し、それに基づいて面，頂点，辺の数を求めることができる。
・発展的な問題を解くことができる。

・鋭角の正接・正弦・余弦を定義を理解し、求めることができる。
・正接・正弦・余弦との関係を理解できる。

・正弦定理が理解できる。
・余弦定理が理解できる。
・与えられた三角形の要素から残りの要素を求めることができる。

・三角形の面積の求め方の理解を深め、それを活用して様々な図形の面積を求め
ることができる。

・空間図形について、辺の長さや体積などの量を三角比を用いて表すことができ
・発展的な問題を解くことができる。
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第５章　データの分析

１　データの整理

２　データの代表値

３　データの散らばりと四分位数

４　分散と標準偏差
５　２つの変量の間の関係
６　仮説検定の考え方
　問題演習

第１節　指数関数
１　指数の拡張
２　指数関数

第２節　対数関数
３　対数とその性質
４　対数関数
５　常用対数

　演習問題
第４章　三角関数
第１節　三角関数

1　角の拡張
2　三角関数
3　三角関数のグラフ
4　三角関数の性質
5　三角関数の応用

第２節　加法定理

6　加法定理
7　加法定理の応用

　演習問題

第１章　式と証明
第１節　式と計算

１　３次式の展開と因数分解 ・３次式の因数分解ができる。

２　二項定理 ・二項定理について習熟し、これを利用することができる。

３　多項式の割り算 ・多項式の割り算により、商と余りを計算できる。

４　分数式とその計算 ・分数式の四則計算ができる。

５　恒等式 ・恒等式について習熟し、これを利用することができる。

第２節　等式・不等式の証明
６　等式の証明 ・等式の証明法について習熟し、代数的に証明することができる。

７　不等式の証明 ・不等式の証明法について習熟し、代数的に証明することができる。

　演習問題

第２章　複素数と方程式
第１節　複素数と2次方程式の解

１　複素数とその計算 ・複素数の四則計算ができる。

２　２次方程式の解 ・２次方程式の解が実数解になるか虚数解になるかを、判別式を用いて判断できる。

３　解と係数の関係 ・解と係数の関係を導き、これを利用することができる。

第２節高次方程式

･因数分解や因数定理を利用して，高次方程式を解くことができる。

　演習問題

５　高次方程式

・発展的な問題を解くことができる。

・発展的な問題を解くことができる。

・発展的な問題を解くことができる。

４　剰余の定理と因数定理 ･剰余の定理を利用して，多項式を1次式や2次式で割ったときの余りを求め

・常用対数を利用して，桁数の問題や小数首位問題などを解くことができる。

・発展的な問題を解くことができる。

・角の概念を拡張した一般角が理解できる。
・一般角を用いた三角関数の定義が理解できる。
・三角関数のグラフの周期性や対称性を理解し、グラフを書くことができる。
・三角関数の相互関係を利用して問題を解くことができる。
・簡単な三角方程式・三角不等式を解くことができる。

・加法定理を用いて三角関数の値を計算することができる。
・三角関数の合成を用いて、関数の最大値や最小値を求めることができる。

第５章　指数関数と対数関数

・指数の拡張について理解し、指数法則を使って計算ができる。
・指数関数のグラフをかくことができる。また、指数方程式や不等式を解くことができる。

・対数の定義や法則を理解し、対数の値や計算ができる。
・対数関数のグラフをかくことができる。また、対数方程式や不等式を解くことができ

・仮説検定の考え方を理解し，具体的な事象に当てはめて考えることができる。
・発展的な問題を解くことができる。

・データを度数分布表に整理することができる。また、度数分布表をヒストグラムで表
すことができる。
・平均値や中央値，最頻値の定義や意味を理解し、それらを求めることができる。

・四分位範囲の定義やその意味を理解し、それを求め、データの散らばりを比較す
ることができる。

・散布図を作成し、2つの変量の間の相関を考察することができる。
・分散，標準偏差の定義とその意味を理解し、分散，標準偏差を求めることができる。
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・運動の表し方 ・身近な物理現象について，物理量の測定と表し方，分析の手法を理解すること

・物体の運動の表し方について，直線運動を中心に理解すること

・物体が直線運動する場合の加速度を理解すること

・運動の法則 ・物体に様々な力が働くことを理解すること

・物体に働く力のつり合いを理解すること

・運動の三法則を理解すること

・　物体が落下する際の運動の特徴及び物体に働く力と運動との関係について理解すること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・仕事と力学的エネルギー ・運動エネルギーと位置エネルギーについて，仕事と関連付けて理解すること

・力学的エネルギー保存の法則を仕事と関連付け
て理解すること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・熱とエネルギー ・　熱と温度について，原子や分子の熱運動の観点から理解すること

・熱の移動及び熱と仕事の変換について理解すること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・波の性質 ・波の性質について，直線状に伝わる場合を中心に理解すること

・音 ・気柱の共鳴と音源の振動数を関連付けて理解すること

・弦の振動，音波の性質を理解すること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・物質と電気抵抗 ・同じ物質からなる導体でも長さや断面積によって電気抵
抗が異なることを見いだして理解すること

・物質によって抵抗率が異なることを理解す
ること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・磁場と交流 ・発電，送電及び電気の利用について，基本的な仕組みを理解すること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・エネルギーの利用

令和4年度 教育計画(シラバス)

新編　物理基礎
（数研出版）

新課程　新編　物理基礎　準拠　サポートノート（数研出版）
新課程　フォローアップドリル　物理基礎　運動の表し方・力・運動方程式（数研出版）

【知識・技能】　定期考査で、それらをはかる基本的な問を設定し、その結果から評価する。
【思考・判断・表現】　定期考査で、初出の問を設定し、その結果から評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業や考査、課題でのとりくみなどから総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

日常生活や社会との関連を図りな
がら，物体の運動と様々なエネル
ギーについての基本的な概念や原
理・法則などを理解しているととも
に，科学的に探究するたに必要な
観察，実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身に
付けている。

物理的な事物・現象から問題を見い
だし，見通しをもって観察，実験など
を行い，得られた結果を分析して解
釈し，表現するなど，科学的に探究
している。

単位数

理科 物理基礎 2

補助教材

学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

普 通 科

学年

1

教科書

到達目標

物理的な事物・現象に主体的に関
わり，見通しをもったり振り返ったり
するなど，科学的に探究しようとして
いる。

・物体の運動とエネルギーについて，運動の表し方，様々な力と
その働き，力学的エネルギーにおける規則性や関係性を見いだして表現すること

・人類が利用可能な水力，化石燃料，原子力，太陽光などを源とするエネルギーの特性や利用
などについて，物理学的な観点から理解すること

・日常生活や社会を支えている科学技術と結び付いていることを理解すること
・様々な物理現象とエネルギーの利用について，観察，実験などを通して探究し，波，熱，電気，
エネルギーとその利用における規則性や関係性を見いだして表現すること

学習到達目標（評価規準）
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第１編　生物の特徴 ・生物と遺伝子について観察，実験などを通して探究し，細胞の働き及びＤＮＡの構造と

第１章　生物の特徴 　機能の概要を理解し、生物についての共通性と多様性の視点を身に付けることが

第１節生物の多様性と共通性 　できる。

第２節エネルギーと代謝

第３節呼吸と光合成

第２章　遺伝子とそのはたらき ・遺伝情報を担う物質としてのＤＮＡの特徴について理解することができる。

第１節遺伝情報とDNA ・ＤＮＡが複製され分配されることにより，遺伝情報が伝えられることを理解することが

第２節遺伝情報の複製と配分 　できる。

第３節遺伝情報の発現

第２編 ヒトの体内環境の維持 ・体内環境が保たれていることを理解することができる。

第３章　生物の体内環境の維持 ・体内環境の維持に自律神経とホルモンがかかわっていることを理解することができる。

第１節体内での情報伝達と調節 ・免疫とそれにかかわる細胞の働きについて理解することができる。

第２節体内環境の維持のしくみ

第３節免疫のはたらき

第３編生物の多様性と生態系 ・陸上には様々な植生がみられ，植生は長期的に移り変わっていくことを理解することが

第４章　生物の多様性と生態系　 　できる。

第１節植生と遷移 ・気温と降水量の違いによって様々なバイオームが成立していることを理解することが

第２節植生の分布とバイオーム 　できる。

第３節生態系と生物の多様性 ・生態系では，物質が循環するとともにエネルギーが移動することを理解することが

第４節生態系のバランスと保全 　できる。

・生態系のバランスについて理解し，生態系の保全の重要性を認識することができる。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

普 通 科

学年

1

単位数

理　科 生物基礎 2

補助教材教科書

到達目標

自然現象に対して興味・関心を高
め、疑問点を見いだそうと意欲的に
取り組もうとする。また、自然界の
様々な事象を科学的に考察しようと
する。

令和4年度 教育計画(シラバス)

高等学校　生物基礎
（数研出版）

新課程版　スクエア　最新図説生物　　（第一学習社）

主に定期考査で、知識・技能、思考・判断・表現を評価する。
主に、課題の提出状況、実験レポート、授業中の発言等で、主体的に学習に取り組む態度を評価する。
上記に重きを置きながら総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生物や生命活動の基本的な概念や
原理・法則が理解できる。また、生
物の持つ歴史性が理解できる。観
察や実験などの直接体験を通して、
適切な方法で多種多様な生物や生
命現象を探究することができる。ま
た、観察・実験などの結果をレポー
トにまとめることができる。

生物や生命現象の普遍的な原理・
原則に基づきながら、なぜ多様性を
示しているかを考えることができる。
また、生物や生命現象の仕組みや
働きを総合的に見たり、相互関連的
に考え、説明することができる。
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・運動の表し方 ・身近な物理現象について，物理量の測定と表し方，分析の手法を理解すること

・物体の運動の表し方について，直線運動を中心に理解すること

・物体が直線運動する場合の加速度を理解すること

・運動の法則 ・物体に様々な力が働くことを理解すること

・物体に働く力のつり合いを理解すること

・運動の三法則を理解すること

・　物体が落下する際の運動の特徴及び物体に働く力と運動との関係について理解すること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・仕事と力学的エネルギー ・運動エネルギーと位置エネルギーについて，仕事と関連付けて理解すること

・力学的エネルギー保存の法則を仕事と関連付け
て理解すること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・熱とエネルギー ・　熱と温度について，原子や分子の熱運動の観点から理解すること

・熱の移動及び熱と仕事の変換について理解すること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・波の性質 ・波の性質について，直線状に伝わる場合を中心に理解すること

・音 ・気柱の共鳴と音源の振動数を関連付けて理解すること

・弦の振動，音波の性質を理解すること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・物質と電気抵抗 ・同じ物質からなる導体でも長さや断面積によって電気抵
抗が異なることを見いだして理解すること

・物質によって抵抗率が異なることを理解す
ること

・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・磁場と交流 ・発電，送電及び電気の利用について，基本的な仕組みを理解すること
・観察，実験などに関する技能を身に付けること

・エネルギーの利用

・日常生活や社会を支えている科学技術と結び付いていることを理解すること

・様々な物理現象とエネルギーの利用について，観察，実験などを通して探究し，波，熱，電気，
エネルギーとその利用における規則性や関係性を見いだして表現すること

学習の評価
【知識・技能】　定期考査で、それらをはかる基本的な問を設定し、その結果から評価する。
【思考・判断・表現】　定期考査で、初出の問を設定し、その結果から評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業や考査、課題でのとりくみなどから総合的に評価する。

学習内容（単元・項目） 学習到達目標（評価規準）

・物体の運動とエネルギーについて，運動の表し方，様々な力と
その働き，力学的エネルギーにおける規則性や関係性を見いだして表現すること

・人類が利用可能な水力，化石燃料，原子力，太陽光などを源とするエネルギーの特性や利用
などについて，物理学的な観点から理解すること

新編　物理基礎
（数研出版）

新課程　新編　物理基礎　準拠　サポートノート（数研出版）
新課程　フォローアップドリル　物理基礎　運動の表し方・力・運動方程式（数研出版）

到達目標

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

日常生活や社会との関連を図りなが
ら，物体の運動と様々なエネルギー
についての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに，科学
的に探究するたに必要な観察，実
験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身に付けてい
る。

物理的な事物・現象から問題を見い
だし，見通しをもって観察，実験など
を行い，得られた結果を分析して解
釈し，表現するなど，科学的に探究
している。

物理的な事物・現象に主体的に関
わり，見通しをもったり振り返ったりす
るなど，科学的に探究しようとしてい
る。

教科書 補助教材

令和4年度 教育計画(シラバス)

学科名 学年 教科 科目 単位数

理 数 科 学 科
人文社会科学科

1 理数 理数物理 2

16



第１編　生物の特徴 ・生物と遺伝子について観察，実験などを通して探究し，細胞の働き及びＤＮＡの構造と

第１章　生物の特徴 　機能の概要を理解し、生物についての共通性と多様性の視点を身に付けることが

第１節 生物の多様性と共通性 　できる。

第２節エネルギーと代謝

第３節呼吸と光合成

第２章　遺伝子とそのはたらき ・遺伝情報を担う物質としてのＤＮＡの特徴について理解することができる。

第１節遺伝情報とDNA ・ＤＮＡが複製され分配されることにより，遺伝情報が伝えられることを理解することが

第２節遺伝情報の複製と配分 　できる。

第３節遺伝情報の発現

第２編 ヒトの体内環境の維持 ・体内環境が保たれていることを理解することができる。

第３章　生物の体内環境の維持 ・体内環境の維持に自律神経とホルモンがかかわっていることを理解することができる。

第１節体内での情報伝達と調節 ・免疫とそれにかかわる細胞の働きについて理解することができる。

第２節体内環境の維持のしくみ

第３節免疫のはたらき

第３編生物の多様性と生態系 ・陸上には様々な植生がみられ，植生は長期的に移り変わっていくことを理解することが

第４章　生物の多様性と生態系　 　できる。

第１節植生と遷移 ・気温と降水量の違いによって様々なバイオームが成立していることを理解することが

第２節植生の分布とバイオーム 　できる。

第３節生態系と生物の多様性 ・生態系では，物質が循環するとともにエネルギーが移動することを理解することが

第４節生態系のバランスと保全 　できる。

・生態系のバランスについて理解し，生態系の保全の重要性を認識することができる。

自然現象に対して興味・関心を高め、疑
問点を見いだそうと意欲的に取り組もうと
する。また、自然界の様々な事象を科学
的に考察しようとする。

令和4年度 教育計画(シラバス)

高等学校　生物基礎
（数研出版）

新課程版　スクエア　最新図説生物　　（第一学習社）

主に定期考査で、知識・技能、思考・判断・表現を評価する。
主に、課題の提出状況、実験レポート、授業中の発言等で、主体的に学習に取り組む態度を評価する。
上記に重きを置きながら総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生物や生命活動の基本的な概念や
原理・法則が理解できる。また、生
物の持つ歴史性が理解できる。観
察や実験などの直接体験を通して、
適切な方法で多種多様な生物や生
命現象を探究することができる。ま
た、観察・実験などの結果をレポー
トにまとめることができる。

生物や生命現象の普遍的な原理・
原則に基づきながら、なぜ多様性を
示しているかを考えることができる。
また、生物や生命現象の仕組みや
働きを総合的に見たり、相互関連的
に考え、説明することができる。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

探 究 科 学 科

学年

1

単位数

理　数 理数生物 2

補助教材教科書

到達目標
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

第１編　運動とエネルギー

第１章運動の表し方

１．速度 ・速度がベクトル量であることを知り、x-t図、平均の速度、瞬間の速度との関係を理解する。

２．加速度 ・加速度の定義を学び、v-t図との関係を理解する。
３．落体の運動 ・落体の運動の特徴を学び、x-t図、v-t図と関連づけて理解する。

第２章　運動の法則

１．力とそのはたらき ・物体には様々な力がはたらくことを理解し、フックの法則を見いだす。

２．力のつりあい ・力の合成と分解を理解し、作用・反作用の法則を確認する。

３．運動の法則 ・慣性の法則、および物体にはたらく力と質量、加速度の関係を理解する。
４．摩擦を受ける運動 ・摩擦力の性質を理解する。

５．液体や気体から受ける力 ・流体中にある物体にはたらく力について理解し、圧力と浮力を定量的に扱える。

第３章　仕事と力学的エネルギー

１．仕事 ・仕事の定義を知り、正・負の仕事を具体的に理解する。

２．運動エネルギー ・運動エネルギーの変化が受けた仕事に等しいことを理解する。

３．位置エネルギー ・重力および弾性力による位置エネルギーを理解する。

４．力学的エネルギーの保存 ・エネルギーの原理から、力学的エネルギー保存則が成立していることを理解する。

第２編　熱

第１章　熱とエネルギー

１．熱と熱量 ・原子や分子の熱運動と温度の関係を知り、熱容量・比熱の定義を理解する。

２．熱と物質の状態 ・物質の三態と状態変化について熱運動の考え方から理解する。

３．熱と仕事 ・仕事と熱の変換、内部エネルギー、熱力学第１法則を学び、熱現象を定量的に扱える。

４．不可逆変化と熱機関 ・熱機関と熱効率、熱現象の不可逆性について学び、エネルギー利用について理解を深める。

第３編　波

第１章　波の性質

１．　波と媒質の運動 ・単振動の伝搬による波が正弦波であることを理解する。
２．　波の伝わり方 ・波の重ねあわせの原理を理解し、定常波の性質を説明することができる。

第２章　音

１．音の性質 ・音は縦波であることを知り、音の屈折やうなりについて理解する。

２．　発音体の振動と共振・共鳴 ・弦の振動や気柱の共鳴では定常波ができていることを理解する。

第４編　電気

第１章　物質と電気抵抗

１．電気の性質 ・帯電のしくみを知り、導体と不導体の違いを理解する。
２．電流と電気抵抗 ・オームの法則と合成抵抗の求め方を理解する。
３．電気とエネルギー ・ジュールの法則と電力の求め方を理解する。

第２章　交流と電磁波

１．交流 ・交流と直流の違いと特徴を理解する。
２．電磁波 ・電磁波の発生のしくみを知り、電磁波の種類を理解する。

第５編　物理学と社会

第１章　エネルギーとその利用

１．エネルギーの移り変わり ・エネルギーには様々な形態があり、他の形態に変換しても総量は変化しないことを学ぶ。
２．エネルギー資源と発電 ・私たちの生活を支える電気エネルギーについて理解を深める。

第２章　物理学が拓く世界

１．摩擦をコントロールする ・物理基礎で学んだ事柄が、日常生活や科学技術と深い結びつきがあることを学ぶ。

２．エネルギーを有効利用する
３．見えないものを見る

学習内容（単元・項目）

学習の評価
１　定期考査で②「思考、判断、表現」、④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況、授業中の実験・観察の態度及び課題テストで①「関心・意欲・態度」を評価し、授業中の実験及びそのレ
ポートにより③「技能」を評価する。

学習到達目標（評価規準）

　日常生活や社会との関連を図
りながら物体の運動と様々なエネ
ルギーについて関心をもち、意
欲的に探究しようとするとともに、
科学的な、見方や考え方を身に
付けている。

　物体の運動と様々なエネル
ギーに関する事物・現象の中
に問題を見いだし、探究する
過程を通して、事象を科学的
に考察し、導き出した考えを
を的確に表現している。

　物体の運動と様々なエネル
ギーに関する観察、実験など
を行い、基本操作を習得する
とともに、それらの過程や結果
を的確に記録、整理し、自然
の事物・現象を科学的に探究
する技能を身に付けている。

　物体の運動と様々なエネル
ギーについて、基本的な概
念や原理・法則を理解し、知
識を身に付けている。

教科書 補助教材

改訂版物理基礎　（数研出版） 改訂ニューグローバル物理基礎＋物理　(東京書籍）

到達目標
　日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め、目的意識をもって観察、実験など
を行い、物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方
や考え方を養う。

評価の観点

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識・理解

学科名 学年 教科 科目 単位数

普通科（理系） 2 理科 物理基礎 2
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

・第１編

第１章　物質の構成

第３章　粒子の結合

・第２編

第１章　物質量と化学反応式

第２章　　酸と塩基の反応

・ 物質量に関わる計算力を身につける。　　

第３章　　酸化還元反応 ・酸化還元反応を電子の授受による考え方を理解する。

・酸化数を用いて酸化還元を統一的に考え、理解する。

・酸化剤・還元剤のはたらきと化学変化を化学反応式で表すことができる。

・金属のイオン化傾向、電池や電気分解での反応および量的関係も理解し、確実に計算ができる。

・酸性酸化物および塩基性酸化物の定義および酸や塩基の価数、電離度による強弱の分類法を理解する。

・水溶液の液性の程度をｐHにより表すことができることを理解する。

・酸と塩基が中和するときの量的関係が理解でき、確実に計算できる。

・滴定実験により未知の濃度の酸や塩基を求めることができる。

・酸や塩基の定義および反応には水素イオンが寄与していることを理解する。

・ 電気陰性度を理解し、分子の形と極性について考察できる。

・ 相対質量で原子や分子などの質量を表すことを理解できる。

・ 物質量の考え方（アボガドロ数、物質の質量や体積等と物質量の関係）を理解できる。

・物質量，濃度に関わる計算が確実にできる。

・多数の原子が共有結合で結合していることを理解できる。

・金属結合のしくみについて理解し、特性や利用法について理解できる。

・質量パ－セント濃度、モル濃度について確実に求めることができる。

・ イオン結合・共有結合・金属結合の様式と表し方について理解できる。

・ 原子の基本的な内部構造を学び、原子の性質と結びつきについて理解できる。

・ 原子が陽子、中性子、電子などで構成されていることを理解できる。

・共有結合からなる物質について学び、またその種類や表しかたを理解できる。

・電気陰性度が異なる原子の電子の偏りが極性の原因であることを理解できる。

・物質は原子・分子・イオンの基本粒子からできていることを理解できる。

・あらゆる物質は原子、分子、イオン、等の微細な粒子からできていることを理解し、成分としての元素
の概念が理解できる。

・イオンがどのように結合しているか。さらに、イオン結合からなる物質の特徴的な性質を理解できる。

・自然の事物・現象に関心や探究心
を持ち、意欲的に授業に参加して取
り組んでいるか。
・実験に主体的に取り組んでいる
か。

・実験に対し、問題意識を持ちな
がら取り組んでいるか。
・教師からの発問に対して自らの
考えで実証的、論理的に答えて
いるか。
・客観的な事実に基づいて、現
象を科学的に判断することができ
るか。
・自らの考えを的確に表現するこ
とができたか。

・実験の方法や実験器具の使い
方を理解して正しく行うことを身
につけたか。
・化学に関わる計算や考え方を
身につけたか。
・自然界の事物現象について科
学的に探究する方法を身につけ
たか。

・実験等を通して自然の事物現
象についての基本的な概念や原
理・法則を理解し、知識を身に付
けているか。

１　定期考査で②「思考・判断」、③「表現」、④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況等で①「関心・意欲・態度」を、実験・実習で③「技能・表現」を評価する。

　上記の１に重きをおき、総合的に成績を算出する。

学習内容（単元・項目） 学習到達目標（評価規準）

学習の評価

第２章　物質の構成粒子

単位数

普通科(文系)人文社会科学科 ２学年 理科 化学基礎 2

学科名 学年 教科 科目

到達目標

化学的な事物・現象についての観察，実験などを行い、自然に対する関心や探究心を高め、化学的に探究する能力と態度を育てるととも
に、基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な自然観を養う。
　１　 化学の学習を通し、化学的なものの見方や考え方を身に付ける。
　２ 　実験，観察を通して科学的に探究する能力を身に付ける。
　３ 　化学を理解することによって自然や地球環境を尊重する意識と態度を身に付ける。

教科書 補助教材

改訂版　化学基礎（数研出版） セミナー化学基礎（第一学習社） 

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③観察・実験の技能

・ 物質の変化を化学反応式で表す事を学び、化学変化の量的関係について理解する。

評価の観点

④知識・理解

・ 物質の分類として混合物、純物質、単体、化合物について理解できる。

・物質の三態について理解できる。
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

・第１編

第１章　物質の構成

第３章　粒子の結合

・第２編

第１章　物質量と化学反応式

第２章　　酸と塩基の反応

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③観察・実験の技能

・ 物質の変化を化学反応式で表す事を学び、化学変化の量的関係について理解する。

評価の観点

④知識・理解

・ 物質の分類として混合物、純物質、単体、化合物について理解できる。

・物質の三態について理解できる。

学科名 学年 教科 科目

到達目標

化学的な事物・現象についての観察，実験などを行い、自然に対する関心や探究心を高め、化学的に探究する能力と態度を育てるととも
に、基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な自然観を養う。
　１　 化学の学習を通し、化学的なものの見方や考え方を身に付ける。
　２ 　実験，観察を通して科学的に探究する能力を身に付ける。
　３ 　化学を理解することによって自然や地球環境を尊重する意識と態度を身に付ける。

教科書 補助教材

改訂版　化学基礎（数研出版） セミナー化学基礎＋化学（第一学習社） ，化学総合資料（実教出版）

学習内容（単元・項目） 学習到達目標（評価規準）

学習の評価

第２章　物質の構成粒子

単位数

普通科(理系) ２学年 理科 化学基礎 ２

・物質は原子・分子・イオンの基本粒子からできていることを理解できる。

・あらゆる物質は原子、分子、イオン、等の微細な粒子からできていることを理解し、成分としての元素
の概念が理解できる。

・イオンがどのように結合しているか。さらに、イオン結合からなる物質の特徴的な性質を理解できる。

・自然の事物・現象に関心や探究心
を持ち、意欲的に授業に参加して取
り組んでいるか。
・実験に主体的に取り組んでいる
か。

・実験に対し、問題意識を持ちな
がら取り組んでいるか。
・教師からの発問に対して自らの
考えで実証的、論理的に答えて
いるか。
・客観的な事実に基づいて、現
象を科学的に判断することができ
るか。
・自らの考えを的確に表現するこ
とができたか。

・実験の方法や実験器具の使い
方を理解して正しく行うことを身
につけたか。
・化学に関わる計算や考え方を
身につけたか。
・自然界の事物現象について科
学的に探究する方法を身につけ
たか。

・実験等を通して自然の事物現
象についての基本的な概念や原
理・法則を理解し、知識を身に付
けているか。

１　定期考査で②「思考・判断」、③「表現」、④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況等で①「関心・意欲・態度」を、実験・実習で③「技能・表現」を評価する。

　上記の１に重きをおき、総合的に成績を算出する。

・金属結合のしくみについて理解し、特性や利用法について理解できる。

・質量パ－セント濃度、モル濃度について確実に求めることができる。

・ イオン結合・共有結合・金属結合の様式と表し方について理解できる。

・ 原子の基本的な内部構造を学び、原子の性質と結びつきについて理解できる。

・ 原子が陽子、中性子、電子などで構成されていることを理解できる。

・共有結合からなる物質について学び、またその種類や表しかたを理解できる。

・電気陰性度が異なる原子の電子の偏りが極性の原因であることを理解できる。

・酸性酸化物および塩基性酸化物の定義および酸や塩基の価数、電離度による強弱の分類法を理解する。

・水溶液の液性の程度をｐHにより表すことができることを理解する。

・酸と塩基が中和するときの量的関係が理解でき、確実に計算できる。

・滴定実験により未知の濃度の酸や塩基を求めることができる。

・酸や塩基の定義および反応には水素イオンが寄与していることを理解する。

・ 電気陰性度を理解し、分子の形と極性について考察できる。

・ 相対質量で原子や分子などの質量を表すことを理解できる。

・ 物質量の考え方（アボガドロ数、物質の質量や体積等と物質量の関係）を理解できる。

・物質量，濃度に関わる計算が確実にできる。

・多数の原子が共有結合で結合していることを理解できる。

・ 物質量に関わる計算力を身につける。　　

第３章　　酸化還元反応 ・酸化還元反応を電子の授受による考え方を理解する。

・酸化数を用いて酸化還元を統一的に考え、理解する。

・酸化剤・還元剤のはたらきと化学変化を化学反応式で表すことができる。

・金属のイオン化傾向、電池や電気分解での反応および量的関係も理解し、確実に計算ができる。
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令和4年度 教育計画　　　（シラバス）

学年

2

①関心･意欲･態度

自然現象に対して興味・
関心を高め、疑問点を見
いだそうと意欲的に取り
組もうとする。また、自然
界の様々な事象を科学
的に考察しようとする。

第１編　生物の特徴

１章　生物の多様性と共通性

２章　生命活動とエネルギー

第２編　遺伝子とそのはたらき

１章　生物と遺伝子

２章　遺伝情報の分配

３章　遺伝情報とタンパク質の合成

第３編　生物の体内環境の維持

１章　体内環境

２章　体内環境を維持するしくみ

３章　免疫

第４編　生物の多様性と生態系　

１章　植生の多様性と遷移

２章　バイオームとその分布

３章　生態系とその保全

学科名 教科 科目 単位数

普通科（文系）人文社会科学科 理　科 生物基礎 2

教科書 補助教材

改訂 生物基礎（東京書籍） リードα生物基礎（数研出版）　・　スクエア最新図説生物neo（第一学習社）

到達目標
日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察,実験など
を行い，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則を理解さ
せ，科学的な見方や考え方を養う。

評価の観点

②思考･判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識･理解

生物や生命現象の普遍
的な原理・原則に基づき
ながら、なぜ多様性を示
しているかを考えることが
できる。また、生物や生
命現象の仕組みや働き
を総合的に見たり、相互
関連的に考え、説明する
ことができる。

観察や実験などの直接
体験を通して、適切な方
法で多種多様な生物や
生命現象を探究すること
ができる。また、観察・実
験などの結果をレポート
にまとめることができる。

生物や生命活動の基本的
な概念や原理・法則が理
解できる。また、生物の持
つ歴史性が理解できる。

・遺伝情報を担う物質としてのＤＮＡの特徴について理解することができる。
・ＤＮＡが複製され分配されることにより，遺伝情報が伝えられることを理解することが
　できる。
・ＤＮＡの情報に基づいてタンパク質が合成されることを理解することができる。

・体内環境が保たれていることを理解することができる。
・体内環境の維持に自律神経とホルモンがかかわっていることを理解することができる。
・免疫とそれにかかわる細胞の働きについて理解することができる。

・生物と遺伝子について観察，実験などを通して探究し，細胞の働き及びＤＮＡの構造と
　機能の概要を理解し、生物についての共通性と多様性の視点を身に付けることが
　できる。
・生物は多様でありながら共通性をもっていることを理解することができる。
・生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解することができる。

・陸上には様々な植生がみられ，植生は長期的に移り変わっていくことを理解することが
　できる。
・気温と降水量の違いによって様々なバイオームが成立していることを理解することが
　できる。
・生態系では，物質が循環するとともにエネルギーが移動することを理解することが
　できる。
・生態系のバランスについて理解し，生態系の保全の重要性を認識することができる。

学習の評価

１　定期考査で②「思考・判断・表現」、④「知識・理解」を評価する。

２　課題の提出状況、授業中の実験・観察の態度及び課題テストで①「関心・意欲・態度」を評価し、授業中
の実験及びそのレポートにより③「技能」を評価する。

３　上記１に重きを置きながら、２の観点を加えて、総合的に評価する。

学習内容(項目･単元) 学習到達目標（評価規準)
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令和4年度 教育計画　　　（シラバス）

学年

2

①関心･意欲･態度

自然現象に対して興味・
関心を高め、疑問点を見
いだそうと意欲的に取り
組もうとする。また、自然
界の様々な事象を科学
的に考察しようとする。

第１編　生物の特徴

１章　生物の多様性と共通性

２章　生命活動とエネルギー

第２編　遺伝子とそのはたらき

１章　生物と遺伝子

２章　遺伝情報の分配

３章　遺伝情報とタンパク質の合成

第３編　生物の体内環境の維持

１章　体内環境

２章　体内環境を維持するしくみ

３章　免疫

第４編　生物の多様性と生態系　

１章　植生の多様性と遷移

２章　バイオームとその分布

３章　生態系とその保全

・遺伝情報を担う物質としてのＤＮＡの特徴について理解することができる。
・ＤＮＡが複製され分配されることにより，遺伝情報が伝えられることを理解することが
　できる。
・ＤＮＡの情報に基づいてタンパク質が合成されることを理解することができる。

・体内環境が保たれていることを理解することができる。
・体内環境の維持に自律神経とホルモンがかかわっていることを理解することができる。
・免疫とそれにかかわる細胞の働きについて理解することができる。

・生物と遺伝子について観察，実験などを通して探究し，細胞の働き及びＤＮＡの構造と
　機能の概要を理解し、生物についての共通性と多様性の視点を身に付けることが
　できる。
・生物は多様でありながら共通性をもっていることを理解することができる。
・生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解することができる。

・陸上には様々な植生がみられ，植生は長期的に移り変わっていくことを理解することが
　できる。
・気温と降水量の違いによって様々なバイオームが成立していることを理解することが
　できる。
・生態系では，物質が循環するとともにエネルギーが移動することを理解することが
　できる。
・生態系のバランスについて理解し，生態系の保全の重要性を認識することができる。

学習の評価

１　定期考査で②「思考・判断・表現」、④「知識・理解」を評価する。

２　課題の提出状況、授業中の実験・観察の態度及び課題テストで①「関心・意欲・態度」を評価し、授業中
の実験及びそのレポートにより③「技能」を評価する。

３　上記１に重きを置きながら、２の観点を加えて、総合的に評価する。

学習内容(項目･単元) 学習到達目標（評価規準)

評価の観点

②思考･判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識･理解

生物や生命現象の普遍
的な原理・原則に基づき
ながら、なぜ多様性を示
しているかを考えることが
できる。また、生物や生
命現象の仕組みや働き
を総合的に見たり、相互
関連的に考え、説明する
ことができる。

観察や実験などの直接
体験を通して、適切な方
法で多種多様な生物や
生命現象を探究すること
ができる。また、観察・実
験などの結果をレポート
にまとめることができる。

生物や生命活動の基本的
な概念や原理・法則が理
解できる。また、生物の持
つ歴史性が理解できる。

教科書 補助教材

改訂 生物基礎（東京書籍） リードα生物基礎＋生物（数研出版）・スクエア最新図説生物neo（第一学習社）

到達目標
日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察,実験など
を行い，生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則を理解さ
せ，科学的な見方や考え方を養う。

学科名 教科 科目 単位数

普通科（理系） 理　科 生物基礎 2
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

物理基礎
第１編　運動とエネルギー
第１章運動の表し方

１．速度 ・速度がベクトル量であることを知り、x-t図、平均の速度、瞬間の速度との関係を理解する。
２．加速度 ・加速度の定義を学び、v-t図との関係を理解する。
３．落体の運動 ・落体の運動の特徴を学び、x-t図、v-t図と関連づけて理解する。

第２章　運動の法則
１．力とそのはたらき ・物体には様々な力がはたらくことを理解し、フックの法則を見いだす。
２．力のつりあい ・力の合成と分解を理解し、作用・反作用の法則を確認する。
３．運動の法則 ・慣性の法則、および物体にはたらく力と質量、加速度の関係を理解する。
４．摩擦を受ける運動 ・摩擦力の性質を理解する。
５．液体や気体から受ける力 ・流体中にある物体にはたらく力について理解し、圧力と浮力を定量的に扱える。

第３章　仕事と力学的エネルギー
１．仕事 ・仕事の定義を知り、正・負の仕事を具体的に理解する。
２．運動エネルギー ・運動エネルギーの変化が受けた仕事に等しいことを理解する。
３．位置エネルギー ・重力および弾性力による位置エネルギーを理解する。
４．力学的エネルギーの保存 ・エネルギーの原理から、力学的エネルギー保存則が成立していることを理解する。

第２編　熱
第１章　熱とエネルギー

１．熱と熱量 ・原子や分子の熱運動と温度の関係を知り、熱容量・比熱の定義を理解する。
２．熱と物質の状態 ・物質の三態と状態変化について熱運動の考え方から理解する。
３．熱と仕事 ・仕事と熱の変換、内部エネルギー、熱力学第１法則を学び、熱現象を定量的に扱える。
４．不可逆変化と熱機関 ・熱機関と熱効率、熱現象の不可逆性について学び、エネルギー利用について理解を深める。

第３編　波
第１章　波の性質

１．　波と媒質の運動 ・単振動の伝搬による波が正弦波であることを理解する。
２．　波の伝わり方 ・波の重ねあわせの原理を理解し、定常波の性質を説明することができる。

第２章　音
１．音の性質 ・音は縦波であることを知り、音の屈折やうなりについて理解する。

２．　発音体の振動と共振・共鳴 ・弦の振動や気柱の共鳴では定常波ができていることを理解する。

第４編　電気
第１章　物質と電気抵抗

１．電気の性質 ・帯電のしくみを知り、導体と不導体の違いを理解する。
２．電流と電気抵抗 ・オームの法則と合成抵抗の求め方を理解する。
３．電気とエネルギー ・ジュールの法則と電力の求め方を理解する。

第２章　交流と電磁波
１．交流 ・交流と直流の違いと特徴を理解する。
２．電磁波 ・電磁波の発生のしくみを知り、電磁波の種類を理解する。

第５編　物理学と社会
第１章　エネルギーとその利用

１．エネルギーの移り変わり ・エネルギーには様々な形態があり、他の形態に変換しても総量は変化しないことを学ぶ。
２．エネルギー資源と発電 ・私たちの生活を支える電気エネルギーについて理解を深める。

第２章　物理学が拓く世界
１．摩擦をコントロールする ・物理基礎で学んだ事柄が、日常生活や科学技術と深い結びつきがあることを学ぶ。
２．エネルギーを有効利用する
３．見えないものを見る

総合物理１
第１編　力と運動
第１章　平面内の運動 ・剛体にはたらく力と力のモーメントのつりあいを理解する。

６．剛体にはたらく力のつりあい ・剛体にはたらく力の合成法を知り、重心の意味を理解する。
第４章　運動量の保存

１．運動量と力積 ・運動量と力積および、その間の関係を理解する。
２．運動量保存則 ・直線および平面運動における運動量保存則を理解する。
３．反発係数 ・反発係数を理解し、運動量保存則と合わせて利用できることを理解する。

第５章　円運動と万有引力
１．等速円運動 ・等速円運動について成り立つ関係を理解する。
２．慣性力 ・慣性力を使って力のつりあいより、運動の様子を調べることができることを理解する。
３．単振動 ・単振動を理解し、ばね振り子、単振り子の周期を求めることができることを理解する。
４．万有引力 ・万有引力の法則、万有引力による位置エネルギーを理解する。

第２編　熱と気体
第１章　気体のエネルギーと状態変化

１．気体の法則 ・ボイルの法則、シャルルの法則を理解する。
２．気体分子の運動 ・気体分子の運動から、熱力学諸量を求められることを理解する。
３．気体の状態変化 ・断熱、定積、定圧、等温変化をボイル・シャルルの法則と熱力学第一法則を用いて理解する。
４．不可逆変化と熱機関 ・熱機関と熱効率、熱現象の不可逆性について学び、エネルギー利用について理解を深める。

学習の評価
１　定期考査で②「思考、判断、表現」、④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況、授業中の実験・観察の態度及び課題テストで①「関心・意欲・態度」を評価し、授業中の実験及びそのレ
ポートにより③「技能」を評価する。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

評価の観点

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識・理解

　日常生活や社会との関連を図り
ながら物体の運動と様々なエネ
ルギーについて関心をもち、意
欲的に探究しようとするとともに、
科学的な、見方や考え方を身に
付けている。

　物体の運動と様々なエネル
ギーに関する事物・現象の中
に問題を見いだし、探究する
過程を通して、事象を科学的
に考察し、導き出した考えを
的確に表現している。

　物体の運動と様々なエネル
ギーに関する観察、実験など
を行い、基本操作を習得する
とともに、それらの過程や結果
を的確に記録、整理し、自然
の事物・現象を科学的に探究
する技能を身に付けている。

　物体の運動と様々なエネル
ギーについて、基本的な概
念や原理・法則を理解し、知
識を身に付けている。

教科書 補助教材

改訂版物理基礎、改訂版総合物理１、改訂版総合物理２ （数研出版） 改訂ニューグローバル物理基礎＋物理　（東京書籍）

到達目標
　日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め、目的意識をもって観察、実験などを
行い、物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学的な見方や考
え方を養う。

学科名 学年 教科 科目 単位数

理数科学科 2 理数 理数物理 4
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

化学基礎
・第１編
第１章　物質の構成

第２章　物質の構成粒子

第３章　粒子の結合

・第２編
第１章　物質量と化学反応式

第２章　　酸と塩基の反応

化学
・第３編　無機物質
第１章　非金属元素
　１　元素の分類と周期表 　５　酸素・硫黄
　２　水素 　６　窒素・リン
　３　希ガス元素 　７　炭素・ケイ素
　４　ハロゲン元素
第２章　金属元素（Ⅰ）
　１　アルカリ金属元素
　２　２属元素
　３　アルミニウム・亜鉛
　４　スズ・鉛
第３章　金属元素（Ⅱ）
　１　遷移元素の特色 　５　クロム
　２　鉄 　６　マンガン
　３　銅 　７　金属イオンの分離
　４　銀・金

・第１編
第１章　粒子の結合と結晶の構造
　１　原子とイオン 　４　共有結合の結晶

　２　イオン結合とイオン結晶 　５　金属結合と金属

　３　分子と共有結合

第２章　物質の三態と状態変化
　１　粒子の熱運動

　２　分子間力と三態の変化

　３　状態変化とエネルギー
　４　物質の種類と物理的性質
第３章　気体
　１　気体の体積
　２　気体の状態方程式
　３　混合気体の圧力
　４　実在気体
第４章　溶液
　１　溶解とそのしくみ ・水和という現象を理解し，水に溶解する物質と溶解しない物質に分類できる。

　２　溶解度 ・質量パーセント濃度，モル濃度，質量モル濃度といった濃度の表し方を理解している。

　３　希薄溶液の性質
　４　コロイド溶液

・飽和蒸気圧を学習し、飽和蒸気圧と沸騰の関係を学ぶ。また、化学結合と物質の融点・沸点との関係を学習する。

・気体の状態方程式を理解し、その応用を学習する。また、全圧と分圧を学習し、混合気体の平均分子量を理解する。

・無機物質を、日常生活および化学工業に関連づけて理解し、知識を身につけている。
・金属イオンの反応について、観察・実験を通して探究し、実験技能の習得や理解を図る。

・化学結合と結晶の性質について、復習する。
・イオン結晶の構造について学習する。
・共有結合の結晶構造について学習する。

・ボイル・シャルルの法則をそれぞれ理解し、知識を身につけている。

・分子間の結合、および分子結晶の性質と構造について学習する。

・物質の三態変化を復習し、その変化に伴う熱の出入りも学習する。

・無機物質を、日常生活および化学工業に関連づけて理解し、知識を身につけている。

・無機物質の性質や反応などを、元素の周期表と関連付けて思考、判断できる。
・無機物質について観察・実験をおこない、規則性を見いだしたり、事象が生じる要因や仕組みを科学的に考察できる。

・無機物質の性質や反応について観察・実験をおこない、その基本操作や記録の仕方を習得している。
・無機物質の性質や反応に関する基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身につけている。

・原子の基本的な内部構造を学び、原子の性質と結びつきについて理解できる。
・原子が陽子、中性子、電子などで構成されていることを理解できる。
・イオン結合・共有結合・金属結合の様式と表し方について理解できる。
・電気陰性度を理解し、分子の形と極性について考察できる。

・金属結晶の構造について学習する。

・無機物質の性質や反応に関する基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身につけている。

・物質量の考え方（アボガドロ数、物質の質量や体積等と物質量の関係）を理解できる。
・物質量，濃度に関わる計算が確実にできる。

・イオンがどのように結合しているか。さらに、イオン結合からなる物質の特徴的な性質を理解できる。
・共有結合からなる物質について学び、またその種類や表しかたを理解できる。

学習の評価
１　定期考査で②「思考・判断・表現」、④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況等で①「関心・意欲・態度」を、実験・実習で③「技能」を評価する。
　上記の１に重きをおき、総合的に成績を算出する。

学習内容（単元・項目） 学習到達目標（評価規準）

・無機物質の性質や反応などを、元素の周期表と関連付けて思考、判断できる。
・無機物質について観察・実験をおこない、規則性を見いだしたり、事象が生じる要因や仕組みを科学的に考察できる。

・あらゆる物質は原子、分子、イオン、等の微細な粒子からできていることを理解し、成分としての元素の概念が理解できる。

・物質の分類として混合物、純物質、単体、化合物について理解できる。
・物質は原子・分子・イオンの基本粒子からできていることを理解できる。
・物質の三態について理解できる。

評価の観点

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識・理解

・自然の事物・現象に関心や探究心を持
ち、意欲的に授業に参加して取り組んで
いるか。
・実験に主体的に取り組んでいるか。

・実験の中で問題を見出し、取り組んでいる
か。
・教師からの発問に対して自らの考えで実証
的、論理的に答えているか。
・客観的な事実に基づいて現象を科学的に
判断することができるか。
・自らの考えを的確に表現することができた
か。

・実験の方法や実験器具の使い方を理
解して正しく行うことを身につけたか。
・化学に関わる計算方法を身につけた
か。
・自然界の事物現象について科学的に
探究する方法を身につけたか。

・実験等を通して自然の事物現象につ
いての基本的な概念や原理・法則を理
解し、知識を身に付けているか。

4

教科書 補助教材

改訂版　化学基礎、改訂版　化学（数研出版） セミナー化学基礎＋化学（第一学習社） 、化学総合資料（実教出版）

到達目標

  化学的な事物・現象についての観察，実験などを行い、自然に対する関心や探究心を高め、化学的に探究する能力と態度を育てるとともに、基本的な概念や原理・
法則を理解し、科学的な自然観を養う。
　１　 物質とその変化について化学的な解釈や説明ができることを通して、知的好奇心を持って課題を見いだし、主体的に解決しようとする意欲を 高める。
　２ 　化学的な事物・現象に関する基礎的な知識および基本的な概念や原理・法則を、深く系統的に理解させる。
　３ 　化学を理解することによって自然や地球環境を尊重する意識と態度を身に付ける。

学科名 学年 教科 科目 単位数

・相対質量で原子や分子などの質量を表すことを理解できる。

理数科学科 ２学年 理数 理数化学

・金属のイオン化傾向、電池や電気分解での反応および量的関係も理解し、確実に計算ができる。

・酸と塩基が中和するときの量的関係が理解でき、確実に計算できる。
・滴定実験により未知の濃度の酸や塩基を求めることができる。

・電気陰性度が異なる原子の電子の偏りが極性の原因であることを理解できる。
・多数の原子が共有結合で結合していることを理解できる。
・金属結合のしくみについて理解し、特性や利用法について理解できる。

・質量パ－セント濃度、モル濃度について確実に求めることができる。
・物質の変化を化学反応式で表す事を学び、化学変化の量的関係について理解する。
・物質量に関わる計算力を身につける。　　

第３章　　酸化還元反応 ・酸化還元反応を電子の授受による考え方を理解する。

・理想気体と実在気体との違いを理解する。

・浸透圧や浸透圧測定の原理を理解している。
・凝析を効果的に行わせる方法を理解している。

・酸や塩基の定義および反応には水素イオンが寄与していることを理解する。
・酸性酸化物および塩基性酸化物の定義および酸や塩基の価数、電離度による強弱の分類法を理解する。
・水溶液の液性の程度をｐHにより表すことができることを理解する。

・酸化数を用いて酸化還元を統一的に考え、理解する。
・酸化剤・還元剤のはたらきと化学変化を化学反応式で表すことができる。
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令和4年度 教育計画　　　（シラバス）

学年

2

①関心･意欲･態度

自然現象に対して興味・
関心を高め、疑問点を見
いだそうと意欲的に取り組
もうとする。また、自然界
の様々な事象を科学的に
考察しようとする。

生物基礎
第１編　生物の特徴

１章　生物の多様性と共通性

２章　生命活動とエネルギー

第２編　遺伝子とそのはたらき

１章　生物と遺伝子

２章　遺伝情報の分配

３章　遺伝情報とタンパク質の合成

第３編　生物の体内環境の維持

１章　体内環境

２章　体内環境を維持するしくみ

３章　免疫

第４編　生物の多様性と生態系　

１章　植生の多様性と遷移

２章　バイオームとその分布

３章　生態系とその保全

生物

第１編　生命現象と物質

１章　生体物質と細胞

２章　タンパク質の構造と酵素

３章　細胞間の相互作用とタンパク質

４章　代謝とエネルギー

第２編　遺伝子のはたらき

１章　DNAの構造と複製

２章　遺伝情報の発現

３章　遺伝子の発現調節

４章　バイオテクノロジー

第３編　生殖と発生
１章　生物の有性生殖
２章　動物の発生
３章　動物の発生のしくみ
４章　植物の発生

・減数分裂による遺伝子の分配と受精により多様な遺伝的組合せが生じることを
　理解することができる。
・遺伝子の連鎖と組換えについて理解することができる。
・配偶子形成と受精の過程について理解することができる。
・卵割から器官分化の始まりまでの過程について理解することができる。
・細胞の分化と形態形成の仕組みを理解することができる。
・配偶子形成と受精及び胚発生の過程について理解することができる。
・被子植物の器官の分化過程について理解することができる。

・生物と遺伝子について観察，実験などを通して探究し，細胞の働き及びＤＮＡの構造と
　機能の概要を理解し、生物についての共通性と多様性の視点を身に付けることが
　できる。
・生物は多様でありながら共通性をもっていることを理解することができる。
・生命活動に必要なエネルギーと代謝について理解することができる。

・遺伝情報を担う物質としてのＤＮＡの特徴について理解することができる。
・ＤＮＡが複製され分配されることにより，遺伝情報が伝えられることを理解することが
　できる。
・ＤＮＡの情報に基づいてタンパク質が合成されることを理解することができる。

・体内環境が保たれていることを理解することができる。
・体内環境の維持に自律神経とホルモンがかかわっていることを理解することができる。
・免疫とそれにかかわる細胞の働きについて理解することができる。

・陸上には様々な植生がみられ，植生は長期的に移り変わっていくことを理解することが
　できる。
・気温と降水量の違いによって様々なバイオームが成立していることを理解することが
　できる。
・生態系では，物質が循環するとともにエネルギーが移動することを理解することが
　できる。
・生態系のバランスについて理解し，生態系の保全の重要性を認識することができる。

・細胞の内部構造とそれを構成する物質の特徴を理解することができる。
・様々なタンパク質が様々な生命現象を支えていることを理解することができる。
・呼吸によって有機物からエネルギーが取り出される仕組みを理解することが
　できる。
・光合成によって光エネルギーを用いて有機物がつくられるしくみを理解することが
　できる。

・ＤＮＡの複製の仕組み，遺伝子の発現の仕組み及び遺伝情報の変化を理解する
　ことができる。
・遺伝子の発現が調節されていること及びその仕組みの概要を理解することが
　できる。
・遺伝子を扱った技術について，その原理と有用性を理解することができる。

学科名 教科 科目 単位数

教科書 補助教材

改訂　生物基礎（東京書籍）
　改訂　生物（東京書籍）

リードα生物基礎＋生物（数研出版）　・　スクエア最新図説生物neo（第一学習社）

理数科学科 理数 理数生物 4

到達目標
　生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探究する能力
と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。

評価の観点

②思考･判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識･理解

生物や生命現象の普遍
的な原理・原則に基づき
ながら、なぜ多様性を示
しているかを考えることが
できる。また、生物や生命
現象の仕組みや働きを総
合的に見たり、相互関連
的に考え、説明すること
ができる。

観察や実験などの直接
体験を通して、適切な方
法で多種多様な生物や
生命現象を探究すること
ができる。また、観察・実
験などの結果をレポート
にまとめることができる。

生物や生命活動の基本的な概
念や原理・法則が理解できる。
また、生物の持つ歴史性が理
解できる。

学習内容(項目･単元) 学習到達目標（評価規準)

学習の評価

１　定期考査で②「思考・判断・表現」、④「知識・理解」を評価する。

２　課題の提出状況、授業中の実験・観察の態度及び課題テストで①「関心・意欲・態度」を評価し、授業中の実
験及びそのレポートにより③「技能」を評価する。

３　上記１に重きを置きながら、２の観点を加えて、総合的に評価する。

25



令和４年度 教育計画 （シラバス）

総合物理１
第１編　力と運動
第５章　円運動と万有引力

３　単振動 ・単振動を理解し、ばね振り子、単振り子の周期を求めることができることを理解する。

第２編　熱と気体
第２章　気体のエネルギーと状態変化

１　気体の法則 ・ボイルの法則、シャルルの法則を理解する。
２　気体分子の運動 ・気体分子の運動から、熱力学諸量を求められることを理解する。
３　気体の状態変化 ・断熱、定積、定圧、等温変化をボイル・シャルルの法則と熱力学第一法則を用いて理解する。

総合物理２
第４編　電気と磁気
第１章　電場

１　静電気力 ・クーロンの法則と電気料保存則を理解するとともに、電子の移動の観点から静電気現象を理解する。
２　電場 ・電場の概念を知り、電気力線を用いて電場の様子を表現する。
３　電位 ・電位の概念を身に付け、電位と静電気力による仕事の関係を理解する。
４　物質と電場 ・導体や不導体内部での電場と電位の様子を理解する。
５　コンデンサー ・コンデンサーの性質を理解し、コンデンサーの電圧や電荷を定量的に扱える

第２章　電流
１　オームの法則 ・オームの法則を用いて電流や電圧を求められる。
２　直流回路 ・キルヒホッフの法則を用いて回路各部の電流電圧を求められる。
３　半導体 ・半導体の性質を理解し、ダイオードやトランジスターのしくみについて学ぶ。

第３章　電流と磁場
１　磁場 ・磁場の概念を知り、磁力線を用いて磁場の様子を表現する。
２　電流のつくる磁場 ・電流がつくる磁場の性質を理解し、磁場の強さを求められる。
３　電流が磁場から受ける力 ・磁束密度の概念を身に付け、電流が磁場から受ける力の強さを求められる。
４　ローレンツ力 ・ローレンツ力の性質を理解し、磁場中での荷電粒子の運動を説明できる。

第４章　電磁誘導と電磁波
１　電磁誘導の法則 ・レンツの法則とファラデーの電磁誘導の法則から、誘導起電力の向きと大きさを理解する。
２　交流の発生 ・交流の基本的性質を理解する。
３　自己誘導と相互誘導 ・回路中でのコイルの役割から、自己誘導と相互誘導の性質を理解し、変圧器のしくみを知る。
４　交流回路 ・交流回路中のコイルやコンデンサーのはたらきを知り、位相差やリアクタンス、インピーダンスについて
５　電磁波 　理解する。

・電磁波の発生とその性質について理解する。
第５編　原子
第１章　電子と光

１　電子 ・電子の発見について学び、電子の特徴を知る。
２　光の粒子性 ・光量子説から光電効果を説明することができる。
３　X線 ・X線の波動性と粒子性について理解する。
４　粒子の波動性 ・粒子の波動性について理解する。

第２章　原子と原子核
１　原子の構造とエネルギー準位 ・原子のボーアモデルを理解し、量子条件と振動数条件からエネルギー準位を計算できる。
２　原子核 ・原子核について理解する。
３　放射線とその性質 ・放射性崩壊の特徴と放射線の性質を理解する。
４　核反応と核エネルギー ・核分裂と核融合を核反応式を用いて表し、放出されるのエネルギーの利用について学ぶ。
５　素粒子 ・素粒子の分類と特徴について学ぶ。

物理学が築く未来 ・物理で学んだことが、日常生活や科学技術、社会発展と深い関わりがあることを学ぶ。

問題演習（重要問題集） ・問題演習により、物理現象やその現象を支配する原理法則への理解を深める。

理数科学科 3 理数 理数物理 5

学科名 学年 教科 科目 単位数

教科書 補助教材

改訂版総合物理１、改訂版総合物理２(数研出版） 改訂　ニューグローバル　物理基礎＋物理　（東京書籍）　物理重要問題集（数研出版）

到達目標
　物理的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，物理学的に探究する能力と態度を育
てるとともに，物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。

評価の観点

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識・理解

　物理学的な事物・現象に関心や
探究心をもち、主体的に探究しよ
うとするとともに、科学的態度を身
に付けている。

　物理学的な事物・現象の中
に問題を見いだし、探究する
過程を通して、事物を科学的
に考察し、導き出した考えを的
確に表現している。

　物理学的な事物・現象に関
する観察、実験などを行い、基
本操作を習得するとともに、そ
れらの過程や結果を的確に記
録、整理し、自然の事物・現象
を科学的に探究する技能を身
に付けている。

　物理学的な事物・現象に関
する基本的な概念や原理・法
則について理解を深め、知識
を身に付けている。

学習の評価
１　定期考査で②「思考、判断、表現」、④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況、授業中の実験・観察の態度及び各種テストで①「関心・意欲・態度」を評価し、授業中の実験及びそのレ
ポートにより③「技能」を評価する。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

第２編　物質の変化

第１章　化学反応とエネルギー

　１　化学反応と熱 ・結合エネルギーと反応熱の関係を理解している。

　２　化学反応と光 ・光化学反応や化学発光を理解している。

第３章　化学反応の速さとしくみ

　１　化学反応の速さ ・同じ反応でも着目する物質によって反応速度が異なることを理解している。

　２　反応条件と反応速度 ・反応速度と濃度，温度，触媒，表面積の関係を理解している。

　３　化学反応のしくみ ・触媒を加えると活性化エネルギーは変化するが，反応熱は変化しないことを理解している。

第４章　化学平衡

　１　可逆反応と化学平衡
・化学平衡の法則を理解し，平衡定数を求めたり，平衡状態での物質の物質量を求めることができる。

　２　平衡状態の変化 ・温度，圧力，触媒などの条件がどのようにして決められているかを理解している。

　３　電解質水溶液の化学平衡 ・塩の加水分解，弱酸・弱塩基の遊離，緩衝液，溶解度積について理解している。

第４編　有機化合物

第１章　有機化合物の分類と分析

　１　有機化合物の特徴と分類

　２　有機化合物の分類

第２章　脂肪族炭化水素

　１　飽和炭化水素

　２　不飽和炭化水素

第３章　アルコールと関連化合物

　１　アルコールとエーテル

　２　アルデヒドとケトン

　３　脂肪族カルボン酸と酸無水物

　４　エステルと油脂

第４章　芳香族化合物

　１　芳香族炭化水素

　２　フェノール類

　３　芳香族カルボン酸

　４　芳香族アミンとアゾ化合物

　５　有機化合物の分離

第５編　天然有機化合物

第１章　天然有機化合物

　１　天然有機化合物の種類 ・リン脂質と細胞膜について理解している。

　２　単糖類・二糖類 ・糖の量的関係に関連する計算問題が解ける。

　３　アミノ酸 ・アミノ酸の等電点について理解している。

第２章　天然高分子化合物

　１　多糖類 ・デンプンの加水分解に関わる計算問題を解くことができる。

　２　タンパク質・核酸 ・タンパク質の成分元素について理解し，それに関する問題を解くことができる。

第６編　合成高分子化合物

第１章　高分子化合物の性質

　１　高分子化合物の構造と性質 ・高分子化合物は，単量体が重合で多数結合してできた重合体であることを理解している。

第２章　合成高分子化合物

　１　合成繊維 ・合成繊維の量的関係についての問題が解ける。

　２　合成樹脂 ・合成樹脂の重合度について理解している。

　３　高分子化合物と人間生活 ・合成樹脂のリサイクルについて理解している。

　４　天然ゴムと合成ゴム ・合成ゴムの原料，構造を性質を理解している。

学科名 学年 教科 科目 単位数

理数科学科 3 理数 理数化学 ５単位

・自然の事物・現象に関心や探究
心を持ち，意欲的に授業に参加し
て取り組んでいるか。
・実験に主体的に取り組んでいる
か。

・実験の中で問題を見出し，取り
組んでいるか。
・教師からの発問に対して自らの
考えで実証的，論理的に答えてい
るか。
・客観的な事実に基づいて現象を
科学的に判断することができるか。
・自らの考えを的確に表現すること
ができたか。

・実験の方法や実験器具の使い
方を理解して正しく行うことを身に
つけたか。
・化学に関わる計算方法を身につ
けたか。
・自然界の事物現象について科学
的に探究する方法を身につけた
か。

・実験等を通して自然の事物現象
についての基本的な概念や原理・
法則を理解し，知識を身につけて
いるか。

教科書 補助教材

改訂版　化学　（数研出版） セミナー化学基礎＋化学（第一学習社） ，化学総合資料（実教出版），重要問題集（数研出版）

到達目標

  化学的な事物・現象についての観察，実験などを行い，自然に対する関心や探究心を高め，化学的に探究する能力と態度を育てるととも
に，基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な自然観を養う。
　１　 物質とその変化について化学的な解釈や説明ができることを通して，知的好奇心を持って課題を見いだし，主体的に解決しようとする
意欲を高める。
　２ 　化学的な事物・現象に関する基礎的な知識および基本的な概念や原理・法則を，深く系統的に理解させる。
　３ 　化学を理解することによって自然や地球環境を尊重する意識と態度を身につける。

学習の評価

１　定期考査で②「思考・判断・表現」，④「知識・理解」を評価する。
２　課題の提出状況等で①「関心・意欲・態度」を，実験・実習で③「技能」を評価する。

　上記の１に重きをおき，総合的に成績を算出する。

学習内容（単元・項目） 学習到達目標（評価規準）

・酸素を含むものとしてアルコール誘導体を中心に，反応性と有機化合物相互の関連について，観察・実
験を通して考察する。

評価の観点

①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識・理解

・芳香族炭化水素や，官能基をもつ芳香族化合物の性質や反応性がその構造に特徴付けられる事を見
出し，構造異性体や光学異性体を論理的に考察する。

・酸素を含むものとしてフェノール類，窒素を含むものとしてニトロ化合物，アミン類を中心に，反応性と有
機化合物相互の関連について，観察・実験を通して考察する。

・芳香族化合物の位置異性体の関係を理解し，知識を身につけている。

・炭化水素の分類とその反応性との関係や構造異性体の関係を理解し，知識を身につけている。

・ 有機化合物と無機化合物の相違点を明確に理解している。

・ 構造式から性質や反応性を考察・判断できる。

・構造異性体の関係を理解し，知識を身につけている。

・代表的な官能基の性質に対する知識を身につけている。

・炭化水素の性質や反応性がその構造に特徴付けられる事を見出し，異性体を論理的に考察する。

・官能基をもつ有機化合物の性質や反応性がその構造に特徴付けられる事を見出し，構造異性体や光
学異性体を論理的に考察する。
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令和４年度 教育計画　　　（シラバス）

学年

3

①関心･意欲･態度

自然現象に対して興味・
関心を高め、疑問点を見
いだそうと意欲的に取り
組もうとする。また、自然
界の様々な事象を科学的
に考察しようとする。

４編　生物の環境応答

　１章　動物の刺激の受容と反応

　２章　動物の行動

　３章　植物の環境応答

５編　生態と環境

　１章　生物の多様性と生態学

　２章　個体群と生物群集

　３章　生態系の物質生産とエネルギーの流れ

　４章　生態系と生物多様性

６編　生物の進化と系統
　１章　生命の起源と生物の変遷
　２章　進化のしくみ
　３章　生物の系統

・個体群とその変動について、生物群集の成り立ちと多様な種が共存する仕組みについて理
解することができる。
・生態系における物質生産とエネルギー効率について理解することができる。
・生物多様性に影響を与える要因を理解し，生物多様性の重要性を認識することができる。

・生命の起源と，その後の生物進化の道筋を理解することができる。
・生物進化がどのようにして起こるのかを理解することができる。
・生物はその系統に基づいて分類できることを理解することができる。

学習内容(項目･単元) 学習到達目標（評価規準)

学習の評価

１　定期考査で②「思考・判断・表現」、④「知識・理解」を評価する。

２　課題の提出状況、授業中の実験・観察の態度及び課題テストで①「関心・意欲・態度」を評価し、授業中の
実験及びそのレポートにより③「技能」を評価する。

３　上記１に重きを置きながら、２の観点を加えて、総合的に評価する。

・外界の刺激を受容し，神経系を介して，反応する仕組みを理解することができる。
・刺激に対する反応としての動物個体の行動について理解することができる。
・植物が環境変化に反応する仕組みを理解することができる。

到達目標
　生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探究する
能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成す
る。

評価の観点

②思考･判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識･理解

生物や生命現象の普遍
的な原理・原則に基づき
ながら、なぜ多様性を示
しているかを考えることが
できる。また、生物や生命
現象の仕組みや働きを
総合的に見たり、相互関
連的に考え、説明するこ
とができる。

観察や実験などの直接
体験を通して、適切な方
法で多種多様な生物や
生命現象を探究すること
ができる。また、観察・実
験などの結果をレポート
にまとめることができる。

生物や生命活動の基本的な
概念や原理・法則が理解でき
る。また、生物の持つ歴史性が
理解できる。

改訂　生物（東京書籍） リードα生物基礎＋生物、生物重要問題集（数研）、スクエア最新図説生物neo（第一学習社）

理数科学科 理数 理数生物 5

学科名 教科 科目 単位数

教科書 補助教材
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武道

(1) 柔道、剣道について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、得意
技を用いた攻防が展開ができるようにする。

(2) 武道に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法などの伝統的な行
動の仕方を大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を
果たそうとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。

(3) 伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古、体力の高め方、課題解決の方
法、試合の仕方などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続する
ための取り組み方を工夫できるようにする。

体育理論
（1）運動やスポーツの効果的学習の仕方をについて、課題を発見し、よりよ
い解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝えること。

陸上競技

(1) 競走・跳躍・投てきの運動について、記録の向上や協奏の楽しさ喜びを
味わい、各種目特有の技能を高めることができるようにする。

(2) 陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、
ルールやマナーを大切にしようとすること、役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安
全を確保することができるようにする。

(3) 技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方
などを理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方
を工夫できるようにする。

ダンス

(1) 創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムのダンスについて、感じを込
めて踊ったり、仲間と自由に踊ったりする楽しさや喜びを味わい、それぞれ特
有の表現や踊りを高めて交流や発表ができるようにする。

(2) ダンスに主体的に取り組むとともに、互いに共感し高め合おうとすること、
役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献
しようとすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。

(3) ダンスの名称や用語、文化的背景と表現の仕方、体力の高め方、課題解
決の方法、交流や発表の仕方などを理解し、グループや自己の課題に応じ
た運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

球技

（１）チームの課題や自己の能力に応じて運動の技能を高め、作戦を生かし
た攻防を展開してゲームができるようになる。

(2) チームにおける自己の役割を自覚して、その責任を果たし、互いに協力
して練習やゲームができるようになる。

（３）勝敗に対して公正な態度がとれるようになる。また健康・安全に留意して
練習やゲームができるようになる。

器械運動

(1) マット・鉄棒・跳び箱の運動について、技がよりよくできる楽しさや喜びを
味わい、自己に適した技を高めて、演技することができるようにする。

(2) 器械運動に主体的に取り組むとともに、役割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや健康・安全
を確保できるようにする。

(3)技の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、発表の仕方などを
理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を計ぞするための取り組みを工夫
できるようにする。

体つくり運動

(1)自己の体に関心をもち、体ほぐしをしたり、体力を高めたりする。

(2)互いに協力して運動を行う。

(3)体ほぐしの行い方と体力の高め方を実践的に工夫することができるように
なる。

新体力テスト
(1)自己の記録を正確に測定することができる。

(2)体力面での現状を知り、課題を見つけることができる。

運動における競争や協働の経験
を通して，公正に取り組む，互い
に協力する，自己の責任を果た
す，参画する，一人一人の違いを
大切にしようとするなどの意欲を
育てるとともに，健康・安全を確保
して，生涯にわたって継続して運

令和4年度 教育計画(シラバス)

新高等保健体育 Active Sports 2022

【知識・技能】　スキルテストで技能の獲得状況を把握し、その結果から評価する。
【思考・判断・表現】　グループノート等に記述された内容や、生徒の発言等の観察評価から得られた評
価の材料を加味して評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】　上記をふまえて授業でのとりくみなどから総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

運動の合理的，計画的な実践を
通して，運動の楽しさや喜びを深
く味わい，生涯にわたって運動を
豊かに継続することができるよう
にするため，運動の多様性や体
力の必要性について理解すると
ともに，それらの技能を身に付け

生涯にわたって運動を豊かに継
続するための課題を発見し，合理
的，計画的な解決に向けて思考
し判断するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝える力を
養う。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

普 通 科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

学年

1

単位数

保健体育 体育 2

補助教材教科書

到達目標
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・ 日本における健康課題の変遷

・ 健康の考え方と成り立ち

・ ヘルスプロモーションと健康に

関わる環境づくり

・ 健康に関する意思決定・行動選択

・ 現代における感染症の問題

・ 感染症の予防

・ 性感染症、エイズとその予防

・ 生活習慣病の予防と回復

・ 身体活動、運動と健康

・ 食事と健康

・ 休養、睡眠と健康

・ がんの予防と回復

・ 喫煙と健康

・ 飲酒と健康

・ 薬物乱用と健康

・ 精神疾患の特徴

・ 精神疾患への対応

・ 事故の現状と発生要因

・ 交通事故防止の取り組み

・ 安全な社会の形成

・ 応急手当の意義と救急医療体制

・ 心肺蘇生法

・ 日常的な応急手当

（3）安全な社会生活について，自他の健康の保持増進や回復，そ
れを支える社会づくりについての学習に主体的に取り組もうとする
ことができるようにする。

〇現代社会と健康について，自他の健康の保持増進や回復，それ
を支える社会づくりについての学習に主体的に取り組もうとすること
ができるようにする。

〇事故等の発生には人的要因及び環境要因が関わることを踏ま
え，事故等の防止に加え，発生に伴う傷害などを軽減し，安全な社
会を形成するには個人の取組に加えて社会的な取組が求められる
ことを理解できるようにする。

（2）安全な社会生活に関わる事象や情報から課題を発見し，自他
や社会の危険の予測を基に危険を回避したり，傷害の悪化を防止
したりする方法を選択し，安全な社会の実現に向けてそれらを説明
することができるようにする。

〇疾病構造や社会の変化に対応し健康を保持増進するために
は，ヘルスプロモーションの考え方に基づいて，一人一人が自らの
健康を適切に管理すること及び環境を改善していくことが重要であ
ることを理解できるようにする。

〇現代社会と健康に関わる事象や情報から課題を発見し，疾病等
のリスクの軽減，生活の質の向上，健康を支える環境づくりなどと，
解決方法を関連付けて考え，適切な方法を選択し，それらを説明
することができるようにする。

〇現代社会と健康について，自他の健康の保持増進や回復，それ
を支える社会づくりについての学習に主体的に取り組もうとすること
ができるようにする。

〇疾病構造や社会の変化に対応し健康を保持増進するために
は，ヘルスプロモーションの考え方に基づいて，一人一人が自らの
健康を適切に管理すること及び環境を改善していくことが重要であ
ることを理解できるようにする。

〇現代社会と健康に関わる事象や情報から課題を発見し，疾病等
のリスクの軽減，生活の質の向上，健康を支える環境づくりなどと，
解決方法を関連付けて考え，適切な方法を選択し，それらを説明
することができるようにする。

　生涯を通じて自他の健康の保
持増進やそれを支える環境づく
りを目指し，明るく豊かで活力あ
る生活を営むための学習に主体
的に取り組もうとしている。

令和4年度 教育計画(シラバス)

新高等保健体育 図説新高等保健

【知識・技能】　定期考査で、生活の場面でも活用できる程度に概念等を理解ているか評価する。
【思考・判断・表現】　グループワークでの観察評価や小テストなど、多様な評価方法を組み合わせて
評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】　上記をふまえて授業でのとりくみなどから総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

　個人及び社会生活における健
康・安全について理解を深めて
いるとともに，技能を身に付けて
いる。

　健康についての自他や社会の
課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて思考し判断して
いるとともに，目的や状況に応じ
て他者に伝えている。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

普 通 科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

学年

1

単位数

保健体育 保健 1

補助教材教科書

到達目標
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

運動の楽しさや喜びを深く味わ
うことができるよう、公正、協力、
責任などの態度を身に付けると
ともに、健康・安全に留意して
自ら運動をしようとする。

自己の能力と運動の特性に応
じた課題の解決を目指して運
動を行うとともに、運動の技能を
高めている。また、自分の体力
や生活に応じて体力を高める
ための運動の合理的な行い方
を身につけている。

保健体育

(2)体力面での現状を知り、課題を見つけることができる。

2

教科

学習内容（単元・項目） 学習到達目標（評価規準）

(1)自己の体に関心をもち、体ほぐしをしたり、体力を高めたりする。

(1)自己の記録を正確に測定することができる。

評価の観点

①関心・意欲・態度

新体力テスト

科目

教科書

(2)互いに協力して運動を行う。

学科名 学年

③運動の技能

単位数

体育 2

Active Sports 2021

自己やグループの能力と運動
の特性に応じた課題の解決を
目指して、活動の仕方を考え、
工夫している。

普通科・理数科学科・
人文社会科学科

現代高等　保健体育　改訂版　（大修館）

補助教材

②思考・判断 ④知識・理解

社会の変化とスポーツ、運動技能
の構造と運動の学び方、体ほぐし
の意義と体力の高め方に関する基
礎的な事項を理解し、知識を身に
付けている。

（１）チームの課題や自己の能力に応じて運動の技能を高め、作戦を生かした攻防を展開してゲー
ムができるようになる。

(2) チームにおける自己の役割を自覚して、その責任を果たし、互いに協力して練習やゲームがで
きるようになる。

（３）勝敗に対して公正な態度がとれるようになる。また健康・安全に留意して練習やゲームができる
ようになる。

球技

到達目標

　心と体を一体としてとらえ，健康・安全や運動についての理解と運動の合理的な実践を通して，生涯にわたって計画
的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに，健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り，明るく豊
かで活力ある生活を営む態度を育てる。

学習の評価
　学習状況で①関心・意欲・態度　②思考・判断　③運動の技能　④知識・理解を、実技テストで②思考・判断、③運動
の技能、④知識・理解を加味し総合的に評価する。

体つくり運動
(3)体ほぐしの行い方と体力の高め方を実践的に工夫することができるようになる。

(3)技の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、発表の仕方などを理解し、自己や仲間の
課題に応じた運動を計ぞするための取り組みを工夫できるようにする。

(1) 競走・跳躍・投てきの運動について、記録の向上や協奏の楽しさ喜びを味わい、各種目特有の
技能を高めることができるようにする。

(2) 陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切に
しようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようと
することなどや、健康・安全を確保することができるようにする。

(3) 技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理解し、自己や仲
間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

器械運動

陸上競技

(1) マット・鉄棒・跳び箱の運動について、技がよりよくできる楽しさや喜びを味わい、自己に適した技
を高めて、演技することができるようにする。

(2) 器械運動に主体的に取り組むとともに、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとするこ
と、合意形成に貢献しようとすることなどや健康・安全を確保できるようにする。

体育理論

(1) 創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムのダンスについて、感じを込めて踊ったり、仲間と自
由に踊ったりする楽しさや喜びを味わい、それぞれ特有の表現や踊りを高めて交流や発表ができる
ようにする。

(2) ダンスに主体的に取り組むとともに、互いに共感し高め合おうとすること、役割を積極的に引き受
け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安全を確保するこ
とができるようにする。

(3) ダンスの名称や用語、文化的背景と表現の仕方、体力の高め方、課題解決の方法、交流や発表
の仕方などを理解し、グループや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫でき
るようにする。

ダンス

(1) 柔道、剣道について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、得意技を用いた攻防が展開
ができるようにする。

(2) 武道に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法などの伝統的な行動の仕方を大切にしよ
うとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすることなどや、健康・安全を確保す
ることができるようにする。

(3) 伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古、体力の高め方、課題解決の方法、試合の仕方などを
理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

武道

（1）運動やスポーツの効果的学習の仕方をについて、課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し
判断するとともに、他者に伝えること。
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

Ⅱ 生涯を通じる健康

1 思春期と健康

2 性意識と性行動の選択

3 結婚生活と健康

4 妊娠・出産と健康 ・受精、妊娠、出産とそれに伴う健康問題について理解する。

5 家族計画と人工妊娠中絶 ・加齢に伴い、心身が変化することを形態面及び機能面から理解する。

6 加齢と健康

7 高齢者のための社会的取り組み

Ⅱ 生涯を通じる健康

8 保健制度とその活用

9 医療制度とその活用

10 医薬品と健康

11 様々な保健活動や対策

Ⅲ 社会生活と環境

1 大気汚染と健康

2 水質汚濁・土壌汚染と健康

3 健康被害の防止と環境対策 ・環境汚染防止および改善対策、法律等を理解する。

Ⅲ 社会生活と環境

4 環境衛生活動のしくみと働き

5 食品衛生活動のしくみと働き

6 食品と環境の保健と私たち

7 働くことの健康

8 労働災害と健康

9 健康的な職業生活

学習到達目標（評価規準）

・わが国には、人々の健康を守るための保健・医療制度が存在し、行政およびそ
の他の機関などから保健に関する情報や医療の供給、医療費の保障も含めた保
健・医療サービスなどが提供されていることを理解する。

・生涯を通じて健康を保持増進するためには、自己の健康上の課題を的確に把
握し、種々の医療機関および保健・医療サービスなどを適切に活用していくこと
が必要であることを理解する。

・人間の生活や産業活動に伴う環境汚染などは、人々も健康に影響や被害をも
たらすことがあることを理解する。

学年 教科 科目 単位数

2 1

教科書 補助教材

現代高等　保健体育　改訂版　（大修館） 図説現代高等保健　改訂版

普通科・理数科学科・
人文社会科学科

学習内容（単元・項目）

学科名

評価の観点

・中高年の健康状態、生活状況やこれらに対する種々の施策が行われていること
を取り上げるとともに、高齢社会の到来に対応して、保健・医療・福祉の連携と総
合的な対策が必要であることを理解する。

到達目標
　個人および社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康を適切に管理
し、改善していくための資質や能力を育てる。

　定期考査で②思考・判断　③知識・理解を、授業状況で①関心・意欲・態度　②思考・判断　③知識・理解を加味
し総合的に評価する。

学習の評価

保健体育 保健

・働く人の健康の保持増進は、心身の両面にわたる総合的、積極的な対策の推
進やメンタルヘルスケアの重要性、積極的な余暇の活用が大切であることを理解
する。

・職業病や労働災害の質や量の変化、および予防のための安全管理と働く人の
健康管理が必要であることを理解する。

・食品の安全性の確保や健康増進にかかる法律や行政・生産者・消費者の役割
について理解する。

・思春期における心身の発達や健康問題について、理解する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・性に関する情報への対処など適切な意志決定や行動選択が必要であることを
理解する。
・健全な結婚生活について、心身の発達や健康状態など保健の立場から理
解する。

関心・意欲・態度

個人生活や社会生活にお
ける健康・安全に関心をも
ち、意欲的に学習に取り組

もうとする。

思考・判断

個人生活や社会生活にお
ける健康・安全について、
課題の解決を目指して考
え、判断している。

知識・理解

個人生活及び社会生活におけ
る健康・安全について、課題の
解決に役立つ基礎的な事項を
理解し、知識を身に付けている。

技能

図やグラフから、健康・
安全についての課題
を導き出すことができ
る。
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

体育理論
(1) 豊かなスポーツライフの設計の仕方について、課題を発見し、をの解決を目指した活動をする
ことができること。

現代高等　保健体育　改訂版　（大修館）

(2) 武道に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法などの伝統的な行動の仕方を大切にし
ようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすることなどや、健康・安全を確
保することができるようにする。

(3) 伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古、体力の高め方、課題解決の方法、試合の仕方など
を理解し、自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

武道

（３）勝敗に対して公正な態度がとれるようになる。また健康・安全に留意して練習やゲームができる
ようになる。

選
　
　
　
択

(2)体力面での現状を知り、課題を見つけることができる。

ダンス

陸上競技

(1) 競走・跳躍・投てきの運動について、記録の向上や協奏の楽しさ喜びを味わい、各種目特有の
技能を高めることができるようにする。

球技

(2) 陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを大切に
しようとすること、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しよう
とすることなどや、健康・安全を確保することができるようにする。

(1) 柔道、剣道について、技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、得意技を用いた攻防が展開
ができるようにする。

(2) チームにおける自己の役割を自覚して、その責任を果たし、互いに協力して練習やゲームがで
きるようになる。

(3) ダンスの名称や用語、文化的背景と表現の仕方、体力の高め方、課題解決の方法、交流や発
表の仕方などを理解し、グループや自己の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫
できるようにする。

(3) 技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理解し、自己や
仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫できるようにする。

(1) 創作ダンス、フォークダンス、現代的なリズムのダンスについて、感じを込めて踊ったり、仲間と
自由に踊ったりする楽しさや喜びを味わい、それぞれ特有の表現や踊りを高めて交流や発表がで
きるようにする。

(2) ダンスに主体的に取り組むとともに、互いに共感し高め合おうとすること、役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること、合意形成に貢献しようとすることなどや、健康・安全を確保
することができるようにする。

器械運動

学習内容（単元・項目）

(2)互いに協力して運動を行う。

(3)体ほぐしの行い方と体力の高め方を実践的に工夫することができるようになる。

(1)自己の記録を正確に測定することができる。

体つくり運動

新体力テスト

(1) マット・鉄棒・跳び箱の運動について、技がよりよくできる楽しさや喜びを味わい、自己に適した
技を高めて、演技することができるようにする。

(2) 器械運動に主体的に取り組むとともに、役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとする
こと、合意形成に貢献しようとすることなどや健康・安全を確保できるようにする。

(3)技の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の方法、発表の仕方などを理解し、自己や仲間
の課題に応じた運動を計ぞするための取り組みを工夫できるようにする。

学習の評価
　　学習状況で①関心・意欲・態度　②思考・判断　③運動の技能　④知識・理解を、実技テストで②思考・判断、③
運動の技能、④知識・理解を加味し総合的に評価する。

評価の観点

運動の楽しさや喜びを深く味
わうことができるよう、公正、協
力、責任などの態度を身に付
けるとともに、健康・安全に留
意して自ら運動をしようとする。

自己やグループの能力と運動
の特性に応じた課題の解決を
目指して、活動の仕方を考え、
工夫している。

自己の能力と運動の特性に応
じた課題の解決を目指して運
動を行うとともに、運動の技能
を高めている。また、自分の体
力や生活に応じて体力を高め
るための運動の合理的な行い
方を身につけている。

社会の変化とスポーツ、運動技能の構
造と運動の学び方、体ほぐしの意義と
体力の高め方に関する基礎的な事項
を理解し、知識を身に付けている。

①関心・意欲・態度 ③運動の技能

　心と体を一体としてとらえ，健康・安全や運動についての理解と運動の合理的な実践を通して，生涯にわたって計
画的に運動に親しむ資質や能力を育てるとともに，健康の保持増進のための実践力の育成と体力の向上を図り，明
るく豊かで活力ある生活を営む態度を育てる。

到達目標

3

（１）チームの課題や自己の能力に応じて運動の技能を高め、作戦を生かした攻防を展開してゲー
ムができるようになる。

補助教材

Active Sports 2020

②思考・判断 ④知識・理解

(1)自己の体に関心をもち、体ほぐしをしたり、体力を高めたりする。

学習到達目標（評価規準）

科目

教科書

単位数

2

学科名 学年 教科

保健体育
普通科・理数科学科・

人文社会科学科 体育
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令和4年度 教育計画 （シラバス）
単位数

普通科・理数科学科･人文社会科学科 1 芸術 音楽Ⅰ 2

学科名 学年 教科 科目

補助教材

MUSIC　NOTE（啓隆社）

到達目標

1．歌唱・・・様々な歌曲に親しませ、曲種に応じた発声や歌唱法を工夫させる。
2．器楽・・・鍵盤楽器、弦楽器等の楽器に親しみ、さらにそれらを用いて豊かなアンサンブル表現を養う。
3．創作・・・イメージに合わせて曲を編曲したり、創作したりすることができる。
4．鑑賞・・・音楽の時代背景や音楽の諸要素に着目させながら鑑賞する能力を養う。

評価の観点

教科書

高校生の音楽１(教育芸術社）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度
・曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景など
との関わり及び音楽の多様性などについて理解
を深めている。
・創意工夫などを生かした音楽表現をするため
に必要な技能を身につけ、歌唱、器楽、創作な
どで表している。

音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を
知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考え、どのよう
に表すかについて表現意図を持ったり、音楽を
評価しながら良さや美しさを味わって聴いてい
る。

音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体的・協
働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうと
している。

＜言葉と音楽＞
　
　「野ばら」
　
＜世界の歌＞
　 「Amazing Grace」
　　「荒れ野に御使い」
　
＜劇音楽＞
　　「A　Whole New World」
　　「Oh Happy Day]
　
＜鑑賞＞
　　「交響曲第９番」
　　世界の諸民族の音楽
　
＜バイオリン・トーンチャイムアンサンブル＞
　　「カノン」
　　「星に願いを」

・歌詞の内容を理解し、言葉のまとまりや言葉のリズム、旋律の動きを結びつけることが
できる。

・原語の特徴や発音を意識した歌唱表現をしている。

・楽曲の時代や背景を理解して作品を味わっている。

・物語の内容と登場人物の心情を理解し、感情移入をして歌唱している。
　
・世界の諸民族の生活や文化の特徴を理解し、積極的に鑑賞している。
　
・他のパートとのバランス・ハーモニーに気をつけて合唱表現を工夫している。
　
・楽器の奏法やパートの役割を理解し、アンサンブル表現を工夫している。
　

＜日本の歌＞
　「この道」
　
「ふるさと」
　
＜創作アンサンブル＞
　「日本音階」「オリジナル曲」
　
＜鑑賞＞
日本の伝統音楽

学習の評価
＜知識・技能＞筆記テスト、実技テストで評価する。
＜思考・判断・表現＞ワークシート、課題等で評価する。
＜主体的に取り組む態度＞観察、発表により総合的に評価する。

学習内容（単元・項目） 学習到達目標（評価規準）
＜歌詞に込められたメッセージ＞
  「校歌」
　「翼をください」
「魔法みたいに」

＜世界の歌＞
  「オー・ソーレ・ミーオ」
「おお　シャンゼリゼ」

＜リズムアンサンブル＞
　Clapping Quartet

＜鑑賞＞
　「英雄ポロネーズ」

・歌詞に込められた思いを感じ取り、作曲者の意図を理解し、表現を工夫している。

・曲種によって発声を工夫して歌唱している。

・シャンソン、カンツォーネの特徴を理解し、それぞれの語感を生かして歌唱表現をして
いる。
　
・リズムの特徴を感じながら、ノリの良いアンサンブルを楽しんでいる。

・楽器や曲の構造を理解し、積極的に鑑賞している。

・日本語の美しい語感を生かした歌唱表現をしている。

・日本の音階の特徴を感じ取りイメージを持って創作を行っている。

・自分たちのイメージに合った曲を編曲・創作し、演奏している。

・日本の伝統音楽に興味関心を持ち、その特徴を感じ取っている。
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・粘土や用具、作成方法の特性を知り、制作に生かしている。

絵画・彫刻「Ａ表現」（１）「Ｂ鑑賞」,
〔共通事項〕

映像メディア表現「Ａ表現」（３）「Ｂ鑑賞」,
〔共通事項〕

コマ撮りアニメーションを加えたプレゼン
テーションの作成「自己紹介」

油彩画「My Favorite　Things」

デザイン「Ａ表現」（２）「Ｂ鑑賞」,
〔共通事項〕

陶芸マグカップの制作
「使うものを作る」


作品や美術文化などの鑑賞「Ｂ鑑賞」，
〔共通事項〕

多様な絵画表現

・自己紹介の構成や展開を考え、アニメーションを効果的に用い、映像メディアの特
性を生かして主題を生成している。

・視覚的な要素の働きについて考え、様々なコマ撮りアニメーションの手法から、主
題にあった表現方法を選択し、創造的な表現の構想を練っている。

・主体的に映像メディア表現の創造活動に取り組み、伝えたい内容を映像表現の特
性を生かして表現しようとしている。

・主体的に作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の伝えたいメッセージや物
語性などについて考え、見方や感じ方を深める鑑賞に取り組もうとしている。

・造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などに
ついて考え、見方や感じ方を深めている。

・主体的に日常生活の事物・事象の中にあるよさや美しさ、自らの経験から感じる心
情や思い出の情景を基にした表現の創造活動に取り組もうとしている。

・主体的に作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の表したい心情などについ
て考え、見方や感じ方を深める鑑賞に取り組もうとしている。

・コマ撮りアニメーションの種類や特性、画面の変化や動き、素材の造形要素による
表現効果について理解している。

・意図に応じてタブレットや映像メディア機器等を効果的に使用し、表現方法を工夫
して主題を表している。

・造形的なよさや美しさを感じ取り、描画材の選択から感じられる作者の心情や意
図、創造的な表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めている。

・主体的に絵画作品や背景となる美術文化の鑑賞に取り組もうとしている。

・形や色彩、材料、光などの性質やそれらが感情にもたらす効果、造形的な特徴な
どを基に、全体のイメージや作風などで捉えることを理解している。

・日常生活で触れる事物の中に見つけた美しさや、自らの経験、思い出から主題を
生成し、油彩表現の特性を生かし、形体や色彩、構成などについて考え、創造的な
表現の構想を練っている。

・色や形、模様など造形的な美しさや、陶芸作品の特性などについて考え、創造的
な表現の構想を練っている。

・デザイン表現の創造活動に取り組み、社会や生活の中にあるデザインについて主
体的に考えようとしている。

・主体的に作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、その機能と美しさの調和につい
て考え、見方や感じ方を深める鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

・描画材の性質と特徴、表現に与える影響を理解している。

・造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉えることを理解し
ている。

・暮らしの中で使っているものの実用性とともに暮らしを彩る役割のについて知り、機
能と美しさの調和について理解している。

・陶芸の制作工程を理解し、陶芸における表現方法を創意工夫して、制作計画を基
に創造的に表している。

・身近な日用品の用途や使用場面を想像し、目的や機能、条件、美しさなどを考
え、主題を生成している。

・主体的に美術の幅広い創造活動
に取り組もうとしている。

令和4年度 教育計画(シラバス)

美術１（光村）

【知識・技能】　プリントの記述やグループでの話し合いや発表、自己評価表から総合的に評価する。
【思考・判断・表現】　アイデアスケッチ、設計図等から制作物に至る過程、完成した制作物、自己評価表から総
合的に判断する。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業での様子や制作物、自己評価表から総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・対象や事象を捉える造形的な視点
について理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫
し、創造的に表している。

・造形的なよさや美しさ、表現の意図
と創意工夫、美術の働きなどについ
て考え、主題を生成し創造的に発想
し構想を練ったり、価値意識をもって
美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科書

到達目標

単位数

芸術 美術Ⅰ 2

補助教材

教科 科目学科名

普 通 科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

学年

1

35



漢字の書の学習

作品を分析的に鑑賞したり、自分の
イメージした表現を可能にする運筆
の仕方を深く考え、試行錯誤する。
細かい作業にも根気よく取り組む。
わからないことは積極的に聞く。

令和4年度 教育計画(シラバス)

書Ⅰ（教育図書）

【知識・技能】作品制作の中で、古典の書体や書風と用筆・運筆との関わりについて理解し、基本的な用筆・運筆
の技能や古典の線質、字形や構成を生かした表現の技能をを身につけているかを作品から評価する。
【思考・判断・表現】　何を感じ、何を考え、自分のイメージを表現するためにどのように工夫したか、作品が完成す
るまでの試行錯誤の過程とその結果を作品とレポートから評価する。
【主体的に学習に取り組む態度】　授業態度やよりよい作品を作成するまでの試行錯誤の過程や取り組み状況な
どから総合的に評価する。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

各作品の時代背景や作者、用筆・運
筆等を理解し、自分なりの表現をす
ると共に基礎的な力を身につける。

自己のイメージを表現するために、
授業で学んだ書道理論や筆づかい
などを作品制作でどのように活用す
るかを考え、それらを生かして創造的
に表現できるようになる。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

教科 科目学科名

普 通 科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

学年

1

単位数

芸術 書道Ⅰ 2

補助教材教科書

到達目標

篆刻の学習

楷書の学習

・鄭羲下碑

・牛橛造像記

・孔子廟堂碑

展覧会鑑賞

仮名の書の学習

・用筆

・高野切第3種の臨書

・九成宮醴泉銘

楷書による創作

・詩を書く

漢字仮名交じりの書の学習

・短冊の創作

・色紙に創作

展覧会鑑賞

・用具について理解するとともに、執筆法に習熟する。

・漢字の五書体と仮名二書体の歴史を理解し、特徴を理解する。

・篆刻の伝統的美的様式を理解し、姓名印を刻す。

・円筆による雄大さを感じ取り、臨書できる。

・方筆による魁偉な表現を味わい、臨書できる。

・品格の高さを感じ取るとり、臨書できる。

・作品を直観的・かつ分析的に鑑賞し、感想をまとめることができる。

・仮名の伝統的な書線美を感じ取り、書くことができる。

・平明で優美な表現を感じ取り、リズミカルに表現できるとともに、平仮名片

仮名の成り立ちや平安朝の表記法が理解できる。　

・短冊の伝統的形式を理解し、短歌を一首書くことができる。

・優れた散らし書きを鑑賞し、自分なりに構成を工夫し、短歌を散らし書きで

・漢字と仮名の調和

・題字の揮毫

・筆の弾力を効かせた特異な用筆法を理解し、厚みのある線で臨書できる。

・漢字（行書楷書）と平仮名片仮名の調和を考え、表現できる。

・書籍やレコードのタイトルを、相応しい書風で表現できる。

・自作他作の詩を、相応しい書風や構成を考えて創作できる。

きる。

・作品を直観的かつ分析的に鑑賞し、感想をまとめることができる。

・楷書の構成美を理解し、硬筆で表現できる。

・２文字から５文字の漢語でふさわしい表現ができる。

行書の学習

行書による創作 ・２文字から５文字の言葉で創作する。

・蘭亭序 ・優雅で貴族的な雰囲気を味わい、ゆったりとした調子で臨書できる。

・争坐位文稿

・風信帖

・激しい感情表現を感じ、直筆で臨書できる。

・線の太細、文字の大小、緩急など多彩な表情を感じ取り、変化に富んだ表現ができる。

・計算された造形を感じ取り、引き締まった線で臨書できる。

・雁塔聖教序 ・特徴ある用筆法を理解し、澄んだ線で臨書できる。

・顔氏家廟碑
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令和４年度　教育計画 （シラバス）

学習内容（単元・項目）

・科学イベントのスケジュールと講演の内容を聞き取る。
・Serendipityを読み，概要を理解する。
・形式主語のit，be動詞の補語になるthat節を用いた文の構造を理解する。
・偶然の発見による発明についての英文を読み，その内容についてリテリングを行う。
・歴史上最も偉大な発明は何かについて話し合う。
・電子書籍より紙の書籍を好む理由を対比しながら書く。

・人権を守る試みについての会話を聞き取る。
・Playing the Enemyを読み，登場人物の心情をおさえ，概要を理解する。
・仮定法過去／仮定法過去完了，過去完了進行形を用いた文の構造を理解する。
・ネルソン・マンデラとラグビーについての物語を読み，その内容についてリテリングを行う。
・ある人物の経歴についてまとめ，発表する。
・Playing the Enemy で人権に関する状況がどのように変わったかを時系列に沿って書く。

Lesson 8
Standing Up for Human
Rights

Lesson 7
Technology and
Discoveries

Lesson 4
Messages for World Peace

学習到達目標（評価規準）

・博物館を訪れた生徒に先生がしている諸注意を聞き取る。
・Twice Bombed, Twice Survivedを読み，登場人物の心情を理解する。
・過去完了形，知覚動詞を用いた文の構造を理解する。
・二重被爆についての物語を読み，その内容についてリテリングを行う。
・山口さんの願いを継ぐために自分たちがすべきことについてディスカッションをする。
・平和について自分の意見を書く。

Lesson 5
Respecting Each Other

Lesson 6
Language and Culture

・身近な人や物について話している会話を聞き取る。
・Nobody’s Perfectを読み，登場人物の心情をおさえ，概要を理解する。
・関係代名詞のwhat，関係副詞を用いた文の構造を理解する。
・野球の投手と誤審を行った審判についての物語を読み，その内容についてリテリングを行う。
・イラストを見て，状況を説明する。
・示された状況に沿って感謝の気持ちを伝えるとともに行事に招待する。
・困難な状況にある友人を元気づける電子メールを書く。

・ラジオニュースを聞き取る。
・The Power of Wordsを読み，概要を理解する。
・関係代名詞の非限定用法，分詞構文を用いた文の構造を理解する。
・作家のスピーチを読み，その内容についてリテリングを行う。
・好きなアニメや漫画，映画について発表する。
・相手の話に対して興味があることを示す。
・日本文化が楽しめる場所を例示しながら説明する文章を書く。

Lesson 3
Contributing to Our Planet

・強弱のリズム・イントネーションを聞き取る。
・海外の高校生に日本の文化を紹介する計画についての会話を聞き取る。
・Scidmore’s Cherry Treesを読み，概要を理解する。
・英語の5文型，受動態，to不定詞を用いた文の構造を理解する。
・ワシントンの桜についての物語を読み，その内容についてリテリングを行う。
・自分のことについてクラスメートと情報を伝え合う。
・アメリカからの交換留学生に，自己紹介のメールを書く。

・つながりやすい音・変化しやすい音を聞き取る。
・ペットを友人に預ける際の注意点を聞き取る。
・Christian the Lionを読み，概要を理解する。
・現在完了形／現在完了進行形，分詞の限定用法を用いた文の構造を理解する。
・ペットとして飼われたライオンの物語を読み，その内容についてリテリングを行う。
・ペットを飼いたい子どもと反対する親という設定でロールプレイを行う。
・Christian the Lionのストーリー・レポートを書く。

・消える音・弱くなる音，短縮形を聞き取る。
・使い捨てのビニール袋とエコバッグのメリット・デメリットを聞き取る。
・Bye Bye Plasticsを読み，概要を理解する。
・関係代名詞，使役動詞を用いた文の構造を理解する。
・バリ島のプラスチック問題についての英文を読み，その内容についてリテリングを行う。
・身近な環境問題とその解決策について話し合う。
・アメリカからの交換留学生に，ボランティアに参加するように誘うメールを書く。

Lesson 2
Love beyond Species

Lesson 1
Intercultural Relationships

学習の評価

１．定期考査や授業中の発表で①「知識・技能」，②「思考・判断・表現」を評価する。
２．課題の提出状況や小テスト及び授業中の参加態度で③「主体的に学習に取り組む態度」を評価する。
上の３つの観点から，各学期の成績を総合的に判断して，年間の評価とする。

評価の観点

教科書 補助教材

ELEMENT  English Communication I
(KEIRINKAN)

ELEMENT English CommunicationⅠサブノート、Workbook(Advanced)、
LEAP（数研出版）

到達目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，以下の5つの領域において言語活動及びこれらを結び付け
た統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的確に理解したり，適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを
図る資質・能力を養う。
具体的な活動・領域は以下の通り。
(1) 聞くこと　日常的・社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活
用すれば，必要な情報を聞き取り，概要や要点を目的に応じて捉えることができるようにする。
(2) 読むこと　日常的・社会的な話題について，使用される語句や文，情報量などにおいて，多くの支援を活用すれば，必要
な情報を読み取り，書き手の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができるようにする。
(3) 話すこと[やり取り]　日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援を活用す
れば，聞いたり読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝え合う
やり取りを続けることができるようにする。
(4) 話すこと[発表]　日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれ
ば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝えることができるようにする。
(5) 書くこと　日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，聞い
たり，読んだりしたことを基に，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して伝える文章を書くこ
とができるようにする。

①知識・技能
[知識]英語の特徴やきまりに関する事項を理
解している。
[技能]コミュニケーションを行う目的や場面，状
況などに応じて，日常的な話題や社会的な話
題について話された文等を聞いて，その内容
を捉える技能を身に付けている。

②思考力・判断力・表現力

コミュニケーションを行う目的や場面，状
況などに応じて，日常的な話題や社会的
な話題について，必要な情報を聞き取
り，話し手の意図や概要，要点を捉えて
いる。

③主体的に学習に取り組む態度

外国語の背景にある文化に対する理解
を深め，話し手に配慮しながら，主体的，
自律的に英語で話されることを聞こうとし
ている。

学科名 学年 教科 科目 単位数

普通科 1 外国語 英語コミュニケーションⅠ 3
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生活設計 ・より豊かなライフプランを考えることができる。

・これからをどう生きるか ・社会と生き方の多様化の広がりについて考える
・差別のない社会をつくる方法を考える

・青年期の自立

・衣生活を見直す ・着方の工夫や、暑い時，寒い時の服の着方について考える

・衣服の機能と着装 ・肌着を着る効果や衣服を着装する際に気を付けるポイントをTPOを踏まえて考える

・衣服の材料と成り立ち ・季節に応じた着装を考え、衣服の機能や構造を知る

・衣服の管理 ・常生活の中で衣服にどのような汚れが付着するかあげ，適切な洗濯方法を考える

・安心して衣服を着るために ・衣服の購入の際、店舗販売や無店舗販売のメリット，デメリットを比較し、衣服の管理方法を理解する。

・いろいろな人が着る衣服 ・ライフステージの変化にともなった着脱のしやすさについて，他分野の学びを踏まえて考える

・これからの衣服 ・持続可能な衣生活に向けた一人ひとりの行動について考える

・食べることを通して ・食生活を振り返る

・栄養と食品 ・「食品群別摂取量のめやす」や「食事摂取基準」について理解する

・栄養素のはたらきと食品の栄養 ・栄養素とそのはたらきについて調べる

・食事をつくる ・調理を効率よく行うためにはどんな工夫が必要か考える

・食品の選択 ・食品の表示に書かれていることや食品添加物を調べる

・食品の取り扱い ・日常生活で食中毒を予防する手立てを考える

ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活動 ・生活の中から課題を見つけ，自ら課題解決のために行動する

ホームプロジェクト発表 ・人前で自分の研究を発表する

・食品の安全性 ・食品の安全性の管理・評価・担保をだれがどのようにするのか調べる

・豊かな食生活の背景には ・国内の食料自給率が向上するとどのような利点があるか調べる

・社会の変化と家族 ・家族構成の変化とその背景についてまとめる

・子どもと出会う ・子どもの特徴や感性などについてまとめ、子どもとふれあう機会を共有する

・乳幼児期の子どもの発達の特徴についてまとめる

・子どもの生活

・子どもと遊び

・子どもの育つ環境と社会 ・さまざまな保育の場があることを確認し、子育て支援やその課題について調べる

・子どもの権利と福祉 ・子どもが持つさまざまな権利や子ども・子育てに関わる法律について確認する

・子どもと共に育つ ・子どもの育ちを支えるためにできることを考える

・家族・人生・生き方と法律 ・他者とよりよい関係を築くための方法を考え、家族法の基礎的な知識や近年の動向を確認する

・多様な課題を抱える家族・家庭 ・家族の抱える困難に対して社会ができることを考えまとめる

・持続可能な生活と仕事 ・生活時間を知り、仕事や働き方に関する制度や法律などを確認する

・多様な生き方を保証する社会へ ・ライフコースが多様化している現状をさまざまな資料から確認する・

・住まいの選択 ・ひとり暮らしを始めるときの自分のなかの優先順位について理由と共にまとめる

・ライフスタイルと住まい ・自分の理想の間取りを考える

・さまざまな家族・さまざまな住まい ・人とのかかわりを大事にする暮らし・住まい方が求められる背景を考える

・住まいの安全・安心 ・身の回りのバリアフリーやユニバーサルデザインをあげる

・住環境の安全・安心 ・自宅や学校，その近隣のハザードマップを調べ、災害時の連絡方法を家族で話しあう

・環境共生の今・昔 ・伝統的な住まいの工夫と四季について考える


・住まいづくり・まちづくりへの参加 ・空き家問題や持ち家のメンテナンスにどのようなことが必要になるか考える

・お金の管理とライフデザイン ・生命保険や1か月の支出、ライフイベントにかかる費用を調べる

・暮らしと経済のかかわり ・グローバリゼーションによって私たちの暮らしにどのような影響があるか考える

・意思決定と契約 ・インターネットで商品を購入し，商品が手元に届くまでにどんな契約が必要になるか書き出す

・購入方法の多様化 ・さまざまな支払方法のメリット・デメリットを理解し、多重債務に陥らないために必要なことを考える

・消費者問題 ・日常生活の中で，消費者被害の防止のためにどんなことに気をつければよいか考える

・消費者保護

・持続可能な社会をめざして

・消費者市民社会 ・商品やサービスを購入する時に優先すべきことをあげる

・高齢者を知る

・高齢社会の現状と課題 ・さまざまな資料から高齢社会の現状や課題を確認する

・高齢者の尊厳と自立の支援 ・介助者への支援としてどのようなものがあるか調べ，体験する
・高齢者の心身の特徴についてまとめる

・高齢者を支える制度としくみ ・地域で行うことができるものについて考え、年金の意義について話し合う

・生活を支える福祉と社会保障制度 ・現在の日本の社会保険制度の課題と背景についてまとめる

・共生社会の実現に向けて ・住んでいる地域や学校の課題解決や魅力づくりの取り組みについて考える

生活設計ー自分の未来を描くー ・仕事について，自分の考えをまとめ、自分のライフステージを考える

教科書 補助教材

令和4年度 教育計画(シラバス)

学科名 学年 教科 科目 単位数

普 通 科
理 数 科 学 科
人文社会科学科

1 家庭 家庭基礎 2

学習内容（単元・項目） 学習到達目標（評価規準）

Ａｇｅｎｄａ家庭基礎
（実教出版）

生活学Ｎａｖｉ２０２２　（実教出版）

到達目標

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

人間の生涯にわたる発達と生活の営
みを総合的に捉え，家族・家庭の意
義，家族・家庭と社会との関わりにつ
いて理解を深め，生活を主体的に営
むために必要な家族・家庭，衣食住，
消費や環境などについて理解し，そ
れらにかかわる技能ができる。

生涯を見通して，家庭や地域及び社会に
おける生活の中から問題を見いだして課
題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づい
て論理的に表現するなどして課題を解決
できる。

さまざまな人々と協働し，よりよい社会の
構築に向けて，課題の解決に主体的に取
り組んだり，振り返って改善したりして，地
域社会に参画しようとするとともに，自分
や家庭，地域の生活を創造し，実践でき
る。

学習の評価

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え，家族・家庭の意義，家族・家庭と社会との関わりについて理解を深
め，生活を主体的に営むために必要な家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて理解しているとともに，それらにかか
わる技能を身につけている。（知識・技能）

生涯を見通して，家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評
価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身につけている。（思考・判断・
表現）

さまざまな人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，課題の解決に主体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，地
域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を創造し，実践しようとしている。（主体的に学習に取り組む態
度）

・持続可能な発展のため、自分の生活や日本の現状について事例をあげて検証する

・身近な高齢者にインタビューし、高齢期について理解する

・子どもの心とからだの発達

・生活リズムや基本的生活習慣の援助について理解する

・自分の自立度を考え、課題解決に向けた行動を理解し、ひとりで暮らすために必要な生活ス
キルについて考える

・子どもが安心して遊びを楽しむための環境を考え、子どもとふれあい遊びを体験する

・消費者を守る法律はどのような場合に有効か知る
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令和４年度 教育計画 （シラバス）

1

2

3

1

2

学科名

普通科、理数科学科、人文社会科学科

学年

2

評価の観点

①関心・意欲・態度

情報機器や情報通信ネットワークのしくみを理解し，進展する情報社会に対応する基礎的な知識を習得する。

　情報のディジタル化や情
報通信ネットワークの特性
に関心を持つ。
　他者を尊重し，情報社会
の一員として積極的に参画
する態度を身につけてい
る。

③技能

単位数

情報 社会と情報 2

教科 科目

改訂版　高等学校　社会と情報（数研出版）

教科書 補助教材

到達目標

4

情報化が社会に及ぼす影響や課題について理解し，情報社会に積極的に参画する態度を身につける。

メディアの特性を踏まえ，情報を適切に収集・処理し，信憑性を判断したうえで，責任をもって発信する力を身につける。

情報機器や情報通信ネットワークを活用し，他者とコミュニケーションをとりながら協働して問題を解決する力を身につける。

②思考・判断・表現

　目的をもって情報を収集・分
析し，論理的に思考することが
できる。
　情報の収集・発信における
様々な問題点を踏まえ、情報
モラルやガイドラインに基づい
た判断ができる。

　情報機器や情報通信ネット
ワークを活用し，状況に応じて
メディアとコミュニケーション手
段を効果的に使い分けながら，
問題解決等に取り組むことがで
きる。

　表現やコミュニケーションのツールと
してコンピュータを効果的に活用する
ための基礎知識を理解する。
　情報化の進展が社会に及ぼす影響
を踏まえ、適正な情報処理の重要性
を理解する。

定期考査で上記の②③④を評価する｡

④知識・理解

第２編　ディジタル情報と情報の活用
 第１章　コンピュータのしくみ
 第２章　情報のディジタル表現
 第３章　情報の表現と伝達
 第４章　プレゼンテーション

第３編　情報通信ネットワーク
 第１章　コミュニケーション手段の発達
 第２章　インターネットのしくみ

 ・ コンピュータ本体のはたらきや補助記憶装置の種類や特徴などについて理解している。
 ・ OSの役割，GUIの特徴について理解している。
 ・ ビット，バイトの概念や，ディジタル情報の量の単位について理解している。
 ・ 2進数と10進数の変換のしかたについて理解している。
 ・ データ圧縮のしくみや利点について理解している。
 ・ 音声，静止画，動画のファイル形式の特徴を理解している。
 ・ 情報伝達のメディアの性質を理解している。
 ・ 情報を発信するときの注意点について理解している。
 ・ 多様な形態の情報を統合化し，伝えたい情報をわかりやすく表現するために必要な知識を身に付け
ている。
 ・ プレゼンテーションの実施や資料作成のための知識を身に付けている。

 ・ マスコミュニケーションの進展について理解している。
 ・ LAN，WAN，インターネットの構造などに関する知識を身に付けている。
 ・ インターネットの通信プロトコルは，役割によって複数のプロトコルが存在することについて理解して
いる。
 ・ LANの配線形態や規格について理解している。
 ・ IPアドレス，ドメイン名，DNSのしくみを理解している。
 ・ ウェブページの特徴やその閲覧のしくみについて理解している。
 ・ URLの構成や意味について理解している。

・情報通信技術の発達や情報の扱われ方の変化について理解している。
・身のまわりでコンピュータや情報システムがどのように利用されているか理解している。
・情報通信技術の活用によって，販売や仕事がどのように変化したか理解している。
・生活の安全のために，どのような場所でどのように情報技術が使われているか理解している。
・ユーザビリティやアクセシビリティについて理解している。
・ユーザインタフェースに関する技術について理解している。
・バリアフリーやユニバーサルデザインについての知識を身に付け，その必要性や重要性を理解してい
る。
　・　問題解決を行うためのプロセスを理解している。
　・　各プロセスの手順や方法を理解している。
・度数分布表とヒストグラム，データの代表値，分散と標準偏差，散布図と相関係数について，定義や意
味を理解している。

第４編　望ましい情報社会の構築
 第１章　情報システムと人間
 第２章　問題解決

上記1,2の双方に重きをおき、総合的に成績を算出する。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

（オリエンテーション実習）
　・　コンピュータとネットワークの基本操作
　
序編　情報とメディア
 第1章　情報とは
 第２章　メディアとは
 第３章　情報のディジタル化
 第４章　インターネットの活用

第１編　情報社会と情報モラル
 第１章　情報社会の光と影
 第２章　情報セキュリティの確保
 第３章　情報社会における法と個人の責任

 ・ コンピュータの基本操作やネットワークの使い方を理解し、適切に使用できる。

 ・ 「情報」がもつ意味やはたらきについて理解している。
 ・ さまざまなメディアの特徴を理解している。
 ・ アナログとディジタルのちがいについて理解している。
 ・ ディジタル化の際に失われる情報について理解している。
 ・ アナログ情報とディジタル情報のちがいについて理解している。
 ・ ディジタル情報の利点と欠点を理解している。
 ・ サーチエンジンのしくみや情報を絞りこむための方法について理解している。

 ・ 情報化が社会に及ぼす影響と課題について理解している。
 ・ 情報技術が生み出した問題について理解している。
 ・ SNSやブログ，投稿サイトなどのコミュニケーション手段の特性について理解している。
 ・ ネット上のトラブルを回避し，インターネットを適切に活用するための知識を身に付けている。
 ・ ユーザ認証やアクセス制御など，情報セキュリティを確保するために必要な知識を身に付けている。
 ・ 通信の秘密を守る必要性を理解している。
 ・ 暗号やディジタル署名のしくみを理解している。
 ・ コンピュータウイルスが社会に及ぼす影響について理解している。
 ・ コンピュータウイルスへの対策の重要性とその方法を理解している。
 ・ 情報の流出やサイバー攻撃等の現状を知るとともに，セキュリティ対策の必要性やその方法を理解し
ている。
 ・ 著作権などの知的財産権を保護する必要性や，その法律の目的について理解している。
 ・ 個人情報やプライバシーの保護に関連する法律の意義や内容について理解している。

授業状況及び実習課題で上記の①③を評価する｡
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令和４年度　 教育計画 （シラバス）

第２編　情報通信ネットワーク
 第1章　コミュニケーション手段の発達
 第2章　インターネットのしくみ

第３編　問題解決とコンピュータ
 第１章　問題解決
 第２章　問題の解決と処理手順の自動
化
 第３章　データベース

　・　マスコミュニケーションの進展について理解している。
　・　LAN，WAN，インターネットの構造などに関する知識を身に付けている。
　・　インターネットの通信プロトコルは，役割によって複数のプロトコルが存在することについて理解し
ている。
　・　LANの配線形態や規格について理解している。
　・　IPアドレス，ドメイン名，DNSのしくみを理解している。

　・　問題解決を行うためのプロセスを理解している。
　・　各プロセスの手順や方法を理解している。
　・　問題解決の手順をアルゴリズムを用いて表現する方法を理解している。
　・　それぞれの探索法の特性を理解している。
　・　それぞれの探索法の手順をアルゴリズムを用いて表現する方法を理解している。
　・　データベースの特徴や機能について理解している。
　・　データベースの演算を理解している。

　・　情報通信技術の発達や情報の扱われ方の変化について理解している。
　・　身のまわりでコンピュータや情報システムがどのように利用されているか理解している。
　・　ユーザビリティやアクセシビリティについて理解している。
　・　ユーザインタフェースに関する技術について理解している。
　・　情報化が社会に及ぼす影響と課題について理解している。
　・　情報技術が生み出した問題について理解している。
　・　SNSやブログ，投稿サイトなどのコミュニケーション手段の特性について理解している。
　・　暗号やディジタル署名のしくみを理解している。
　・　コンピュータウイルスが社会に及ぼす影響について理解している。
　・　コンピュータウイルスへの対策の重要性とその方法を理解している。
　・　著作権などの知的財産権を保護する必要性や，その法律の目的について理解している。

第４編　情報社会と情報モラル
 第１章　情報システムと人間
 第２章　情報社会の光と影
 第3章　情報セキュリティの確保
 第４章　情報社会における法と個人の
責任

上記1,2の双方に重きをおき、総合的に成績を算出する。

学習到達目標（評価規準）学習内容（単元・項目）

学習の評価

（オリエンテーション実習）
 ・コンピュータとネットワークの基本操作

序編　情報とメディア
 第１章　情報とは
 第２章　メディアとは
 第3章　情報のディジタル化
 第4章　インターネットの活用

第１編　コンピュータとディジタル情報
 第１章　コンピュータのしくみ
 第２章　情報のディジタル表現

　・　コンピュータの基本操作やネットワークの使い方を理解し、適切に使用できる。

　・　「情報」がもつ意味やはたらきについて理解している。
　・　さまざまなメディアの特徴を理解している。
　・　アナログ情報とディジタル情報のちがいについて理解している。
　・　ディジタル情報の利点と欠点を理解している。
　・　インターネットの特性をふまえて，インターネットを適切に活用することができる。
　・　サーチエンジンのしくみや情報を絞りこむための方法について理解している。

　・　コンピュータ本体のはたらきや補助記憶装置の種類や特徴などについて理解している。
　・　OSの役割，GUIの特徴について理解している。
　・　ビット，バイトの概念や，ディジタル情報の量の単位について理解している。
　・　2進数と10進数の変換のしかたについて理解している。
　・　データ圧縮のしくみや利点について理解している。
　・　音声，静止画，動画のファイル形式の特徴を理解している。

2 授業状況及び実習課題で上記の①③を評価する｡

1 定期考査で上記の②③④を評価する｡

評価の観点

　１　社会を支える情報技術の役割や影響を理解し，情報と情報技術に関する基礎的な知識と技能を習得する。
　２　情報技術の進歩が人間や社会に及ぼす影響を理解し，その特性を踏まえた適切なルールやマナー，情報の安全性など
　　　に関する基礎的な知識と技能を習得する。
　３　情報機器や情報通信ネットワークに関する基礎的な知識や技能の習得を通して，問題の発見と解決に効果的に活用する
　　　ための科学的な考え方を習得する。
　４　情報社会の発展に積極的に寄与する能力と態度を身につけ，自ら進んで貢献しようという意欲を身につける。

④知識・理解

　情報機器や情報通信ネット
ワークのしくみ，情報技術全般
について科学的な知識を深め，
社会における情報技術の役割
や課題について理解している。

①関心・意欲・態度

　社会の情報化が及ぼす影
響や課題に関心をもち，問題
解決のために情報機器や情
報通信ネットワークを活用し
て，情報社会の発展に主体
的に寄与する態度を身につ
けている。

　情報及び情報技術を適切に
活用するための基礎的・基本
的な技能を身に付け，目的に
応じて情報及び情報技術を適
切に扱っている。

③技能②思考・判断・表現

　情報や情報社会における身
のまわりの問題を解決するため
に，情報に関する科学的な見
方や考え方を活かすとともに情
報モラルを踏まえて，思考を深
め，適切に判断し表現してい
る。

教科書 補助教材

到達目標

学科名

普通科

学年

2

単位数

情報 情報の科学 2

教科 科目

改訂版　高等学校　情報の科学（数研出版）
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